




この度は、私の海外研究留学において、先進医
薬研究振興財団から助成いただけたことを心から
感謝申し上げます。今年の3月よりCOVID-19によ
る影響により、自宅待機令が続いており、少し残
念な気持ちで本留学記を執筆しておりますが、こ
れまでに得た体験を少し共有させていただければ
幸いです。
私は、2019年４月より、大規模ゲノムデータ解
析技術の習得と、アメリカにおけるビッグデータ
解析研究の最前線を学ぶことを目的に、カリフォ
ルニア大学サンディエゴ校（UCSD）精神科の、精
神疾患を対象としたゲノム研究で多くの成果を挙
げているPro. Jonathan Sebatのラボに研究留学し
ました。
サンディエゴは、アメリカ西海岸カリフォルニ
ア州南部に位置し、州内ではロサンゼルスに次い
で人口の多い都市です。冬は寒すぎず、夏も日本
の蒸し暑さを感じさせず陽気な気候が続き、治安
の良さからも、老後に暮らしたい街で全米１位に
選ばれることがあるほど、非常に過ごしやすい街
です。また、サンディエゴは非常に美しい海と海
岸線がサーフスポットとして世界的に有名となっ
ており、私も容易にこの海の虜になりました。内
陸にいけば、天体観測に適した広大でダイナミッ
クな自然が広がり、まもなく週末に山や海にドラ
イブすることが留学中の楽しみとなりました。た
だ、一方で、カリフォルニア州の物価の高さ、特
に家賃や食費の高さには辟易としてしまいます。
外食では日本の1.5倍から２倍はかかり、留学生を
悩ませます。カリフォルニア州は歴史的に、元々

の原住民族やメキシコ系民族に加え、ゴールドラッ
シュ時代から集まった一攫千金を狙った白人、そ
して近年のアジア系民族によって、文化の多様性
と融合が豊かに生じ、陽気な気候と相まって、自
由で「まずやってみよう」という雰囲気があり、
新しい政策が全米に先駆けて行われることも多い
です。今回のCOVID-19に対するロックダウンも米
国で一番初めに実施されるなど、私のボスも含め
て何かと予測を立ててからの判断とコンセンサス
を得るのが早いのが印象的で、失敗も同時にたく
さんあるとは思いますが、このような姿勢には学
ばされることはありました。
研究開始時に、ラボマネージャーから、今まで
使ったことのないスーパーコンピューターのアカ
ウントを渡されただけでオリエンテーションが終
了し、「あとは自由に聞いてね」と言われた時の絶
望と高揚感は今でも鮮明に覚えています。なんと
かなるだろうと思って留学したのですが、その後
は、コミュニケーションツールSlackを用いてラボ
内の情報系の研究者と交流していくスタイルに馴
染めずに苦労しました。私以外の、大学院生やポ
スドクには医師はおらず、またさらにほぼ全員が
Stanford 大学やカリフォルニア州立大学の情報系
学部出身者で占められており、まもなく私の言語
能力に加えバイオインフォマティクス解析能力が
乏しいことを見破られた上に、チーム内で進捗を
共有する方法が分からないなど、いわゆるIT系の
ワークスタイルに馴染むのにかなり苦労し、半年
ほどは孤独な想いを続けてきました。しかし、研
究本来の目的につながる医学的見識では負けてい

ないはずという自負とともに、情報学と生物学の
融合の可能性を信じ、悪戦苦闘しながらも少しず
つ解析を進めていくうちに、ラボの一員として少
しずつ認めてもらえるようになった気がします。
同時に、サンディエゴに住む同じ日本人留学生と
励ましあえたこと、途中から家族と一緒にサンディ
エゴに滞在できたことにも助けられました。
留学を開始して１年が経つ頃には、ビッグデー
タ解析に対する自分の中の苦手意識は消失しつつ
あり、また周囲のポスドクが行なっている最新の
解析手法もなんとか理解できるようになっていき
ました。それとともに、最初はまったく別次元に
存在していると思っていた情報系の同僚達も日々、
情報解析技術の習得に励み、自分のスキルの活か
し方や、将来の方向性に悩んでいることがわかり
ました。脳科学を追求する人だけでなく、グーグ
ルなどのテックカンパニーで高収入を得たいと考
える人、スキルを磨き続けて田舎でリモートワー
クをしながら気ままに暮らしたいと考える人など、
様々でした。彼らとの付き合い方や、ボスが彼ら
との仕事を進めていく方法を間近で見ることがで
きたことは私にとって非常に大きな財産になった

と思います。
2020年3月頃に入ると、COVID-19がアメリカで
猛威を振るうようになりましたが、ボスの非常に
早い判断によって、カリフォルニア州全体のStay 
Home 令が降りる前より、自宅からのリモートワー
クに切り替わりました。現在は、毎週のZoomミー
ティングやZoom Happy Hourなどで、交流を続け
ておりますが、皆自分なりの楽しみを見つけて生
活しているようです。我が家では、自宅待機で窮
屈にしている３歳の子供のために、たくさんのア
メリカ製のおもちゃを購入して、一緒に遊んでい
ます。これも貴重な経験になっていると実感しま
す。
最後になりますが、留学を支援していただいた
先進医薬研究振興財団に加え、留学中に私と連絡
を取り続けてくれた名古屋大学医学部精神科の皆
様、そして最後に私の留学を承諾してくださった
名古屋大学医学部精神科の尾崎紀夫教授に心より
感謝申し上げます。残りの留学期間も、米国でで
きる限り様々なことを吸収しながら、視野の広い
研究者になれればと思います。

〔原稿受領：2020年5月〕
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私は今、アメリカ合衆国東部にあるプリンストン
大学で研究しています。アメリカに来てちょうど一
年が経ち、異国での生活にもある程度慣れてきまし
た。海外留学だよりでは、留学先のラボや生活につ
いて書かれる方が多いと思いますので、本稿では海
外で留学する意義、そのために必要なことを私の経
験からお話したいと思います。
皆さんは海外留学に興味がありますか？この19年
でノーベル賞を受賞した日本人は19人、日本のアカ
デミアは世界トップクラスと言っても過言ではあり
ません。ではなぜわざわざ異国の地で苦労して研究
する必要があると思いますか？自分のやりたい研究
が特定の研究室でしかできない、それが海外だった
という方もいるかもしれません。でも多くの人は、
海外で研究したいと思ってから研究室を探します。
私が思うに、留学の最大の理由でありメリットは英
語です。これを聞いて、「なんだ英語か、別に英語
が流暢に使えなくても論文も読めるし、日本語でも
実験できる。」と思う方もいるかもしれません。で
はあなたは何か調べ物をする時に、日本語で検索し
ていませんか？国際学会でも日本人とばかり話して
いませんか？日本語では日本の中だけの情報、また
は翻訳された少し古い情報しか得られません。サイ
エンスの公用語は英語です。英語は、母国語とする
国以外でも多く使用されていますから、より多くの
最新情報を得ることができます。留学によって日本
語と劣らず英語も使えるようになればあなたの世界
は格段に広がります。アメリカに来て最初に感動し
たのは、ラボメイトが得る情報量の多さと効率性で
す。彼らは多くの論文を “流し読み” しながら自分

海外留学だより

に必要な情報を素早く入手し、自分の研究に応用し
ていました。さらにラボ間の壁も低く、非常に積極
的に情報共有を行います。留学する前の最大の目的
だった「海外の研究室のHigh productivityを習得す
る」鍵は、英語だったのだと気が付きました。英語
が充分に身につけば、グローバルなネットワークが
構築できるだけでなく、研究自体も効率的に進める
ことができます。私もまだまだ勉強中です。
次に留学に必要なことですが、行きたいラボを見
つけたら次に重要なのが、資金です。Fellowshipを
持っているかいないかは、PIが受け入れるかどうか
を決める最大のファクターになります。PIからする
と、最初の１年はお試し期間として在籍させ、その
後戦力になりそうならラボからお給料を支払い、研
究してもらいたいからです。Fellowshipを持ってい
ることを受け入れの条件として提示するラボもあり
ます。これから留学しようとしている方は、できる
だけ多くの助成金に応募することをお勧めします。
時期は来年度留学したい場合、今年の4月下旬から
11月くらいまで、日本学術振興会や先進医薬研究振
興財団、その他多くの財団が公募しています。
HFSPなどの海外の助成金にも積極的に応募してく
ださい。海外助成金へ応募することは、資金を得る
以外にもメリットがあります。それは、留学先のPI
に申請書を添削してもらうことで、留学の本気度を
示すことができ、さらにプロジェクト内容を相互に
認識することで留学後スムーズに研究を始めること
ができます。また日本の助成金の公募期間と留学先
のポスドク募集時期が一致しているとは限らないた
め、よくPIと交渉して進めていかなければなりませ

ん。
またラボを決める前に、テレビ電話などを用いて
交流してください。あなたは選ばれるだけではなく、
あなたにもラボを選ぶ権利があるからです。ラボの
雰囲気やPIの評判などをラボメンバーに聞くことを
お勧めします。また同じ大学に留学している日本人
を見つけることも重要です。特にアメリカでは州に
よって制度や環境が大きく異なるため、先に留学し
ている日本人から治安や生活のセットアップなどに
ついて聞いておくことをお勧めします。住居を契約
するまでの仮住まいや、家具など有力な情報を得ら
れることが多いです。できれば渡米前に、SNSなど
を通じて相談してみてください。私の場合も、入れ
違いで帰国される方から多くの家具、家電などを
譲っていただき大変助かりました。一方で住居に関
しては、無知ゆえに高額の仲介業者にお願いしてし
まいました。後から無料の仲介業者があることを知
り、もっと相談しておけばよかったと後悔しました。
もう一点、もしあなたが夫婦で研究職をしており、

二人とも留学する場合には必ずPIに栄転の可能性が
あるのか聞いておいてください。私は夫と共に留学
し、研究を始めて２ヶ月でPIから他州の大学へ異動
する話を聞かされ大変動揺しました。夫は他の研究
室で既に働いていたため、私はラボを変更すること
に決めました。幸い、貴財団がラボ変更を許諾して
くださったので、無事に新しいラボを見つけること
ができました。アメリカではPIがキャリアアップの
ため異動するのはよくある話のようです。
そして留学するのに最も大切なことは、思い切っ
て前に進む気持ちと新しいことを楽しむ気持ちで
す。いつかは留学したいと思っているなら、今日始
めてください。留学は早ければ早いほうがいいと思
います。
最後に、留学することが夢だった私に、夢を現実
に変えてくださった先進医薬研究振興財団に大変感
謝しております。厚く御礼申し上げると共に、貴財
団の益々のご発展を心よりお祈り申し上げます。 

〔原稿受領：2020年4月〕

鈴　木　紗　織
滋賀医科大学医学部 病理学講座 疾患制御病理学部門

留学先：Princeton University, U.S.A.
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エンスの公用語は英語です。英語は、母国語とする
国以外でも多く使用されていますから、より多くの
最新情報を得ることができます。留学によって日本
語と劣らず英語も使えるようになればあなたの世界
は格段に広がります。アメリカに来て最初に感動し
たのは、ラボメイトが得る情報量の多さと効率性で
す。彼らは多くの論文を “流し読み” しながら自分

に必要な情報を素早く入手し、自分の研究に応用し
ていました。さらにラボ間の壁も低く、非常に積極
的に情報共有を行います。留学する前の最大の目的
だった「海外の研究室のHigh productivityを習得す
る」鍵は、英語だったのだと気が付きました。英語
が充分に身につけば、グローバルなネットワークが
構築できるだけでなく、研究自体も効率的に進める
ことができます。私もまだまだ勉強中です。
次に留学に必要なことですが、行きたいラボを見
つけたら次に重要なのが、資金です。Fellowshipを
持っているかいないかは、PIが受け入れるかどうか
を決める最大のファクターになります。PIからする
と、最初の１年はお試し期間として在籍させ、その
後戦力になりそうならラボからお給料を支払い、研
究してもらいたいからです。Fellowshipを持ってい
ることを受け入れの条件として提示するラボもあり
ます。これから留学しようとしている方は、できる
だけ多くの助成金に応募することをお勧めします。
時期は来年度留学したい場合、今年の4月下旬から
11月くらいまで、日本学術振興会や先進医薬研究振
興財団、その他多くの財団が公募しています。
HFSPなどの海外の助成金にも積極的に応募してく
ださい。海外助成金へ応募することは、資金を得る
以外にもメリットがあります。それは、留学先のPI
に申請書を添削してもらうことで、留学の本気度を
示すことができ、さらにプロジェクト内容を相互に
認識することで留学後スムーズに研究を始めること
ができます。また日本の助成金の公募期間と留学先
のポスドク募集時期が一致しているとは限らないた
め、よくPIと交渉して進めていかなければなりませ

ん。
またラボを決める前に、テレビ電話などを用いて
交流してください。あなたは選ばれるだけではなく、
あなたにもラボを選ぶ権利があるからです。ラボの
雰囲気やPIの評判などをラボメンバーに聞くことを
お勧めします。また同じ大学に留学している日本人
を見つけることも重要です。特にアメリカでは州に
よって制度や環境が大きく異なるため、先に留学し
ている日本人から治安や生活のセットアップなどに
ついて聞いておくことをお勧めします。住居を契約
するまでの仮住まいや、家具など有力な情報を得ら
れることが多いです。できれば渡米前に、SNSなど
を通じて相談してみてください。私の場合も、入れ
違いで帰国される方から多くの家具、家電などを
譲っていただき大変助かりました。一方で住居に関
しては、無知ゆえに高額の仲介業者にお願いしてし
まいました。後から無料の仲介業者があることを知
り、もっと相談しておけばよかったと後悔しました。
もう一点、もしあなたが夫婦で研究職をしており、

二人とも留学する場合には必ずPIに栄転の可能性が
あるのか聞いておいてください。私は夫と共に留学
し、研究を始めて２ヶ月でPIから他州の大学へ異動
する話を聞かされ大変動揺しました。夫は他の研究
室で既に働いていたため、私はラボを変更すること
に決めました。幸い、貴財団がラボ変更を許諾して
くださったので、無事に新しいラボを見つけること
ができました。アメリカではPIがキャリアアップの
ため異動するのはよくある話のようです。
そして留学するのに最も大切なことは、思い切っ
て前に進む気持ちと新しいことを楽しむ気持ちで
す。いつかは留学したいと思っているなら、今日始
めてください。留学は早ければ早いほうがいいと思
います。
最後に、留学することが夢だった私に、夢を現実
に変えてくださった先進医薬研究振興財団に大変感
謝しております。厚く御礼申し上げると共に、貴財
団の益々のご発展を心よりお祈り申し上げます。 

〔原稿受領：2020年4月〕

血 液 医 学

Ploss Labメンバー（筆者は2列目右端、Alexander Ploss（PI）は3列目右から4番目）
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2019年8月より、先進医薬研究振興財団のご支援
を頂き、University of California San Diego（UCSD）
に留学しております。Division of Rheumatology, 
Allergy & ImmunologyのBottini labでBottini教授
のご指導のもと、Visiting Scholarとして研究を行っ
ております。私がBottini教授と初めて出会ったの
は、2017年10月にサンディエゴで開催されたアメ
リカリウマチ学会でした。その際に私が発表した
Oral presentationの座長がBottini教授で、同研究
室から発表していたポスドクの研究内容が非常に
魅力的であったため、その場で直接Bottini教授に
留学させてもらいたいと直談判しました。それか
ら約2年後に私がBottini labでの研究を開始できた
のは先進医薬研究振興財団の海外留学助成のおか
げです。本稿では、サンディエゴでの生活や研究
について現在の状況も含め報告したいと思います。

サンディエゴはカリフォルニア州の最南端に位
置しメキシコとの国境がある都市です。南カリフォ
ルニアはといえば、強い日差し、青い空と海、サー
フィンなどのマリンスポーツ、陽気なサンディエ
ガン達などをご想像されるのではないでしょうか。
実際に生活してみたところ、まさにその通りの街
です。特に私が留学を開始した夏季は雨がほとん
ど降らずとても日差しが強く、それでいて気温は
それほど高くならない（25～ 30℃程度）という日本
ではあまり経験したことのない気候でした。現地
の人たちはとても陽気かつ親切で、道や買い物な
どですれ違う時には気軽に挨拶をしてくれます。
特に、子連れの家族に対しては、「So cute! How 
old is she?」などと優しく話かけてくれます。

海外留学だより

UCSDはサンディエゴのダウンタウンの北側の郊外
にあります。私はUCSD近くのUTCエリアという
ところに住んでいるのですが、車で10分以内にLa 
Jollaの海岸へ行くことができます。La Jollaはスペ
イン語で「宝石」という意味だそうですが、その
名の通り魅力的で美しい海岸です。また、野生の
アザラシやアシカがすぐ近くで見られることでも
有名です。他にもおすすめの場所として、サンディ
エゴ動物園・サファリパーク、シーワールド、レ
ゴランドなどがあります。日常生活では、Costco、
Trader Joe’s、Ralphs、Targetなどのアメリカの
ショッピングセンターの他に日系スーパーも3軒あ
り日本人の私たちにとってはとてもありがたい環
境です。

次に研究環境についてお伝えしたいと思います。
Bottini labは protein tyrosine phosphatases

（PTPs）による滑膜線維芽細胞（FLS）や免疫細胞
などの制御をテーマに研究をしています。メンバー
は、Bottini教授をはじめ、教官、プロジェクトリー
ダー、ポスドク、テクニシャン、学生がおり合計
20人前後が研究をしております。国際色豊かで、
イタリア、ドイツ、スウェーデン、中国、台湾、
韓国からの研究者や学生がlabの過半数を占めてい
ます。各人に研究テーマが与えられており、私自
身もあるPTPに注目した研究プロジェクトを任さ
れています。まず、研究を開始して一番実感した
ことは周りの研究者の専門的知識、技術がとても
高いということでした。特に分子生物学の知識が
非常に大切で、MDの私はこれまで分子生物学の基
礎的知識が不足していたことを強く感じました。

周りはほとんど私より若い研究者ですが、学部、
MSコース、PhDコースで分子生物学、生化学など
を専攻したプロフェッショナルであるため、実験
方法や手技など専門的な意見を聞くことができま
す。そのような環境の中で切磋琢磨できるのは、
研究者として成長するのにとても良い環境だと
思っています。研究については忙しい毎日ですが、
ほっとするひと時もあります。例えば、週に一度
のJournal clubは皆でピザを食べながら行います。
イタリア人のBottini教授ならではの計らいかなと
思います。また、長年Bottini labで働いていたス
ウェーデンからの研究者が帰国の際には、Bottini
教授のご自宅でホームパーティー的な送別会があ
りました。普段labでは見られない一面や表情がみ
られてとても楽しいひと時でした。Bottini labの中
では日本人は私のみですが、UCSDや周りの研究所
には日本から留学している研究者がたくさんいま
す。子供の幼稚園などで妻が知り合った日本人研
究者のご家族と家族ぐるみの付き合いができてお
り、今後日本に帰った後もサンディエゴで培った
関係を続けられるといいなと
思っております。

次に少しだけ、新型コロナウ
イルス感染症（COVID-19）影
響下でのサンディエゴの様子を
お伝えしたいと思います。中国、
日本、韓国などでCOVID-19が
流行り始めた2020年1月～ 2月
の時点ではサンディエゴはいつ
もと全く変わらない様子でし
た。3月半ばに突然状況が変わ
りました。非常事態宣言が出さ
れると、突然研究がストップし
自宅待機となりました。店から
は生活必需品が不足するように

なり、飲食店、公園、海岸が閉鎖されました。そ
れまで、マスクをつけることの少なかった現地の
人達が全員マスクをつけ、家族以外の人とは6
フィート（約1.8m）離れて接するようになりました。
5月半ばから少しずつ規制が解除され始めました
が、5月下旬の現時点でまだ私は研究室に戻れてお
らず、早く研究が再開されること、陽気なサンディ
エゴが戻ることを心から願っています。

最後になりますが、UCSDで研究留学を開始でき
たのは、先進医薬研究振興財団からのご支援のお
かげであり、心より感謝申し上げます。これから
研究留学を始めたいと思っている日本の若い研究
者にとってとても大切な活動をしてくださってい
る先進医薬研究振興財団の益々のご発展を祈念し
ております。 

〔原稿受領：2020年5月〕

千　藤　　　荘
神戸大学医学部附属病院 膠原病リウマチ内科

 留学先：Division of Rheumatology, Allergy & Immunology,
University of California San Diego, U.S.A.

血 液 医 学

サンディエゴ留学だより
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2019年8月より、先進医薬研究振興財団のご支援
を頂き、University of California San Diego（UCSD）
に留学しております。Division of Rheumatology, 
Allergy & ImmunologyのBottini labでBottini教授
のご指導のもと、Visiting Scholarとして研究を行っ
ております。私がBottini教授と初めて出会ったの
は、2017年10月にサンディエゴで開催されたアメ
リカリウマチ学会でした。その際に私が発表した
Oral presentationの座長がBottini教授で、同研究
室から発表していたポスドクの研究内容が非常に
魅力的であったため、その場で直接Bottini教授に
留学させてもらいたいと直談判しました。それか
ら約2年後に私がBottini labでの研究を開始できた
のは先進医薬研究振興財団の海外留学助成のおか
げです。本稿では、サンディエゴでの生活や研究
について現在の状況も含め報告したいと思います。

サンディエゴはカリフォルニア州の最南端に位
置しメキシコとの国境がある都市です。南カリフォ
ルニアはといえば、強い日差し、青い空と海、サー
フィンなどのマリンスポーツ、陽気なサンディエ
ガン達などをご想像されるのではないでしょうか。
実際に生活してみたところ、まさにその通りの街
です。特に私が留学を開始した夏季は雨がほとん
ど降らずとても日差しが強く、それでいて気温は
それほど高くならない（25～ 30℃程度）という日本
ではあまり経験したことのない気候でした。現地
の人たちはとても陽気かつ親切で、道や買い物な
どですれ違う時には気軽に挨拶をしてくれます。
特に、子連れの家族に対しては、「So cute! How 
old is she?」などと優しく話かけてくれます。

UCSDはサンディエゴのダウンタウンの北側の郊外
にあります。私はUCSD近くのUTCエリアという
ところに住んでいるのですが、車で10分以内にLa 
Jollaの海岸へ行くことができます。La Jollaはスペ
イン語で「宝石」という意味だそうですが、その
名の通り魅力的で美しい海岸です。また、野生の
アザラシやアシカがすぐ近くで見られることでも
有名です。他にもおすすめの場所として、サンディ
エゴ動物園・サファリパーク、シーワールド、レ
ゴランドなどがあります。日常生活では、Costco、
Trader Joe’s、Ralphs、Targetなどのアメリカの
ショッピングセンターの他に日系スーパーも3軒あ
り日本人の私たちにとってはとてもありがたい環
境です。

次に研究環境についてお伝えしたいと思います。
Bottini labは protein tyrosine phosphatases

（PTPs）による滑膜線維芽細胞（FLS）や免疫細胞
などの制御をテーマに研究をしています。メンバー
は、Bottini教授をはじめ、教官、プロジェクトリー
ダー、ポスドク、テクニシャン、学生がおり合計
20人前後が研究をしております。国際色豊かで、
イタリア、ドイツ、スウェーデン、中国、台湾、
韓国からの研究者や学生がlabの過半数を占めてい
ます。各人に研究テーマが与えられており、私自
身もあるPTPに注目した研究プロジェクトを任さ
れています。まず、研究を開始して一番実感した
ことは周りの研究者の専門的知識、技術がとても
高いということでした。特に分子生物学の知識が
非常に大切で、MDの私はこれまで分子生物学の基
礎的知識が不足していたことを強く感じました。

周りはほとんど私より若い研究者ですが、学部、
MSコース、PhDコースで分子生物学、生化学など
を専攻したプロフェッショナルであるため、実験
方法や手技など専門的な意見を聞くことができま
す。そのような環境の中で切磋琢磨できるのは、
研究者として成長するのにとても良い環境だと
思っています。研究については忙しい毎日ですが、
ほっとするひと時もあります。例えば、週に一度
のJournal clubは皆でピザを食べながら行います。
イタリア人のBottini教授ならではの計らいかなと
思います。また、長年Bottini labで働いていたス
ウェーデンからの研究者が帰国の際には、Bottini
教授のご自宅でホームパーティー的な送別会があ
りました。普段labでは見られない一面や表情がみ
られてとても楽しいひと時でした。Bottini labの中
では日本人は私のみですが、UCSDや周りの研究所
には日本から留学している研究者がたくさんいま
す。子供の幼稚園などで妻が知り合った日本人研
究者のご家族と家族ぐるみの付き合いができてお
り、今後日本に帰った後もサンディエゴで培った
関係を続けられるといいなと
思っております。

次に少しだけ、新型コロナウ
イルス感染症（COVID-19）影
響下でのサンディエゴの様子を
お伝えしたいと思います。中国、
日本、韓国などでCOVID-19が
流行り始めた2020年1月～ 2月
の時点ではサンディエゴはいつ
もと全く変わらない様子でし
た。3月半ばに突然状況が変わ
りました。非常事態宣言が出さ
れると、突然研究がストップし
自宅待機となりました。店から
は生活必需品が不足するように

なり、飲食店、公園、海岸が閉鎖されました。そ
れまで、マスクをつけることの少なかった現地の
人達が全員マスクをつけ、家族以外の人とは6
フィート（約1.8m）離れて接するようになりました。
5月半ばから少しずつ規制が解除され始めました
が、5月下旬の現時点でまだ私は研究室に戻れてお
らず、早く研究が再開されること、陽気なサンディ
エゴが戻ることを心から願っています。

最後になりますが、UCSDで研究留学を開始でき
たのは、先進医薬研究振興財団からのご支援のお
かげであり、心より感謝申し上げます。これから
研究留学を始めたいと思っている日本の若い研究
者にとってとても大切な活動をしてくださってい
る先進医薬研究振興財団の益々のご発展を祈念し
ております。 

〔原稿受領：2020年5月〕

血 液 医 学

LabメンバーとLa Jolla Coveにて
右端が筆者
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海外留学だより 循 環 医 学

2019年4月より、米国ボストンのハーバード大学
Brigham and women’ s hospital（BWH）に留学し
ている後藤信一（92回生）です。留学してから
10 ヶ月が経過し、米国での研究生活にも慣れて参
りました。
私の所属するラボは、冠動脈疾患の超早期検出
及び治療を大きなテーマとしています。私はその
中でデータサイエンスチームに所属し、電子カル
テやイメージングデータを自動解析するプラット
フォームの作成や、医療機器の改善につながる技
術開発、ゲノムやトランスクリプトームなどの大
規模データの解析を行っております。当ラボは、
One Brave Ideaという巨大なグラントのもと、大
量のヒトサンプルを用いた研究を行っているため、
データ解析は非常に重要です。例えば、私がメイ
ンのプロジェクトで扱っている心臓エコーのデー
タは複数の国にまたがり、10施設以上から10万人
以上のデータが集まってきております。その一方
で、立ち上げ間も無いラボであるため、私が4月に
渡米した時点でポスドクはわずか3名のみ、コン
ピュータすらまだ無いような状況でした。よって、
私が最初に行った仕事は、ラボのスーパーコン
ピュータの機材を揃え、作成することでした。研
究以外にも様々なことをする必要があり、大変忙
しくはありましたが、幸運なことに、ラボの立ち
上げという、プロジェクトの全体像に触れられる
貴重な機会に恵まれ、非常に充実しております。
また、ラボは写真にあるように非常に綺麗で、IT
企業のオフィスのような雰囲気で非常に快適です。
最近になってようやくコンピュータなどのインフ

ラ整備がひと段落し、私は現在、心エコーのAIに
よる解析をメインのテーマに据え、日夜研究を進
めております。
さて、留学便りということで、研究だけでなく、
少しボストンでの生活についても触れたいと思い
ます。ボストンはマサチューセッツ州という米国
北東部に位置する比較的小さな州にある都市で、
緯度は札幌と同程度です。1月中旬現在、気温が0
度を下回る日がほとんどで、東京から来た身とし
ては非常に寒く感じております。街としては、ハー
バード大学、MITなど有名な大学が比較的狭い範
囲に凝縮しており、非常にハイレベルな研究者と
交流でき、研究を志す者にとっては非常に良い環
境だと思います。またボストンは米国では珍しく、
電車やバスなどのインフラが整っており、安全に
公共交通機関を利用することができるのも特徴の
１つです。
さて、私がこの原稿を書いている1月中旬現在は、
クリスマスも終わり、比較的行事が少ない時期で
す。緯度が高いため日も短く、少し寂しさを感じ
るような時期です。しかし、雪が降れば景色は非
常に綺麗ですし、雪だるまを作るなど子供にとっ
ての楽しみも増えます（写真2）。また、博物館や
スケートリンクなど、冬季にも楽しめる施設が充
実しており、休日は子連れで楽しんでおります。
言語や習慣の壁など大変なことも多いですが、非
常に充実した日々を送っております。ボストンは
米国の中ではトップクラスに安全な街で、子供が
遊ぶところも多く、子連れで留学するには非常に
よい場所です。学術的にももちろん最高ですので、

留学を考えている方は是非候補に入れてみてくだ
さい。

 〔原稿受領：2020年1月〕
後　藤　信　一

慶應義塾大学医学部 内科学教室 循環器内科
留学先：Brigham and women’ s hospital, Harvard Medical School, U.S.A.

ラボの立ち上げとボストンの留学生活の経験
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循 環 医 学

2019年4月より、米国ボストンのハーバード大学
Brigham and women’ s hospital（BWH）に留学し
ている後藤信一（92回生）です。留学してから
10 ヶ月が経過し、米国での研究生活にも慣れて参
りました。
私の所属するラボは、冠動脈疾患の超早期検出
及び治療を大きなテーマとしています。私はその
中でデータサイエンスチームに所属し、電子カル
テやイメージングデータを自動解析するプラット
フォームの作成や、医療機器の改善につながる技
術開発、ゲノムやトランスクリプトームなどの大
規模データの解析を行っております。当ラボは、
One Brave Ideaという巨大なグラントのもと、大
量のヒトサンプルを用いた研究を行っているため、
データ解析は非常に重要です。例えば、私がメイ
ンのプロジェクトで扱っている心臓エコーのデー
タは複数の国にまたがり、10施設以上から10万人
以上のデータが集まってきております。その一方
で、立ち上げ間も無いラボであるため、私が4月に
渡米した時点でポスドクはわずか3名のみ、コン
ピュータすらまだ無いような状況でした。よって、
私が最初に行った仕事は、ラボのスーパーコン
ピュータの機材を揃え、作成することでした。研
究以外にも様々なことをする必要があり、大変忙
しくはありましたが、幸運なことに、ラボの立ち
上げという、プロジェクトの全体像に触れられる
貴重な機会に恵まれ、非常に充実しております。
また、ラボは写真にあるように非常に綺麗で、IT
企業のオフィスのような雰囲気で非常に快適です。
最近になってようやくコンピュータなどのインフ

ラ整備がひと段落し、私は現在、心エコーのAIに
よる解析をメインのテーマに据え、日夜研究を進
めております。
さて、留学便りということで、研究だけでなく、
少しボストンでの生活についても触れたいと思い
ます。ボストンはマサチューセッツ州という米国
北東部に位置する比較的小さな州にある都市で、
緯度は札幌と同程度です。1月中旬現在、気温が0
度を下回る日がほとんどで、東京から来た身とし
ては非常に寒く感じております。街としては、ハー
バード大学、MITなど有名な大学が比較的狭い範
囲に凝縮しており、非常にハイレベルな研究者と
交流でき、研究を志す者にとっては非常に良い環
境だと思います。またボストンは米国では珍しく、
電車やバスなどのインフラが整っており、安全に
公共交通機関を利用することができるのも特徴の
１つです。
さて、私がこの原稿を書いている1月中旬現在は、
クリスマスも終わり、比較的行事が少ない時期で
す。緯度が高いため日も短く、少し寂しさを感じ
るような時期です。しかし、雪が降れば景色は非
常に綺麗ですし、雪だるまを作るなど子供にとっ
ての楽しみも増えます（写真2）。また、博物館や
スケートリンクなど、冬季にも楽しめる施設が充
実しており、休日は子連れで楽しんでおります。
言語や習慣の壁など大変なことも多いですが、非
常に充実した日々を送っております。ボストンは
米国の中ではトップクラスに安全な街で、子供が
遊ぶところも多く、子連れで留学するには非常に
よい場所です。学術的にももちろん最高ですので、

留学を考えている方は是非候補に入れてみてくだ
さい。

 〔原稿受領：2020年1月〕

筆者の所属するラボの写真
データサイエンスチームの職場はIT企業のオフィスのようです。
この部屋の先に、大きなウェットラボのスペースがあります。

自宅近くの雪景色と植木のつらら

子供達と作った雪だるま
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財 団 概 要

1 .  沿　革
本財団は、昭和 43 年 12 月に吉富製薬株式会社の寄付を受けて、“精神神経科領域における臨床薬理学及

び薬物治療学の研究（精神薬療研究）の推進”を目的として「財団法人 精神神経系薬物治療研究基金」と
して設立されました。
その後、昭和 57 年 2 月に株式会社ミドリ十字の寄付によって“血液成分その他の高分子蛋白の医学分野

における研究（血液医学研究）の振興”を目的として設立された「財団法人 内藤医学研究振興財団」を統合し、
平成 11 年 4 月から「財団法人 精神神経・血液 医薬研究振興財団」として財団活動を継承しました。
平成 14 年 3 月に、新たに“循環障害に起因する諸疾患に関する研究（循環医学研究）の振興”を目的に

追加するとともに、名称を「財団法人 先進医薬研究振興財団」に変更しました。
平成 23 年 4 月には、内閣総理大臣より公益認定を受け、「公益財団法人」として活動しております。

2 .  目　的
本財団は、精神神経科領域における臨床薬理学及び薬物治療学の研究（精神薬療研究）と血液成分その

他の高分子蛋白の医学分野における研究（血液医学研究）並びに循環障害に起因する諸疾患に関する研究（循
環医学研究）に対する助成、顕彰等を行ない、医学及び薬学に関する先進的な研究の振興を図り、もって
国民の医療と保健に貢献することを目的としております。

3 .  事　業
本財団の事業は、財団の目的に沿う研究に対する助成事業、研究報告会、市民公開講座、フォーラム、

刊行物等で、その主な概要は次のとおりであります。

１）助成事業
（１）一般研究助成

わが国の精神薬療、血液医学並びに循環医学の研究振興を目的として、独創的で医療ニーズの高
い研究に研究助成金を交付するものです。

（２）若手研究者助成
わが国の精神薬療、血液医学並びに循環医学の研究分野における若手研究者（応募時 39 歳以下）
の育成を目的として、新規で将来性のある研究に研究助成金を交付するものです。

（３）先進研究助成
疾病の治療、診断あるいは予防に対する直接的な貢献が期待される先進的、かつ臨床上有用性の
高いテーマに研究助成金を交付するものです。

（４）海外留学助成
わが国の精神薬療、血液医学並びに循環医学の研究分野における国際的視野に富む人材の育成を
目的として、若手研究者（応募時 39 歳以下）に助成金を交付するものです。

（５）被災地支援研究助成
東日本大震災で被災された地域（岩手・宮城・福島など）における精神薬療分野、血液医学分野、
循環医学分野に関わる災害医療をテーマにした調査・研究に助成し、医学・薬学に関する先進的
な研究の振興を図る目的で平成 23 年度及び平成 24 年度に助成を行いました。

２）先進医薬研究報告会
若手研究者助成研究成果と特定（先進）研究助成成果の発表、若手研究者の最優秀表彰及び海外留学助
成贈呈式などを目的に、毎年 12 月上旬に報告会を開催しております。

３）市民公開講座
・テーマ：認知症の予防と介護 平成 21 年 2 月 21 日開催
・テーマ：人生 100 年時代の生き方、自身の医療・ケアを考える 令和  2 年 2 月 15 日開催

４）フォーラム
財団の事業として、不定期にフォーラムを開催しております。
先進医薬フォーラム
　・テーマ：血管障害からみた脳と心臓 平成 16 年 2 月  7 日開催
　・テーマ：微小循環と脳機能障害のリンケージ 平成 17 年 2 月 26 日開催
　・テーマ：時間軸からみた脳血管障害の予防と治療 平成 18 年 1 月 28 日開催

先進医薬研究振興財団発足 10 周年記念式典
　・永年功労者表彰式
　・贈呈式
　・特別講演

：歴史と冒険のシンクロニシティー　－遣唐使をめぐって－
　　演者　辻原　　登　先生（芥川賞作家）
：宇宙の創生と新たに生じた謎
　　演者　佐藤　勝彦　先生（自然科学研究機構長、東京大学名誉教授）

 平成 25 年 3 月  2 日開催

５）刊行物
（１）先進医薬年報

毎年 8月に、当財団の 1年間の活動などをまとめて機関誌として発行しております。
（２）研究成果報告集

毎年 3 月に、精神薬療研究成果報告書、血液医学研究成果報告書、循環医学研究成果報告書並び
に特定（先進）研究助成研究成果報告書をまとめて研究成果報告集として発行しております。
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4 .  助成金額の推移

5 .  プロフィール

最近 5年間の助成金の推移（単位：万円）

財団設立以来の助成金交付累積額は 32 億 8,185 万円、交付件数は 3,715 件となります。

設 立 年 月 日：昭和 43 年 12 月 12 日
基 本 財 産：10 億円（令和 2年 3月 31 日 現在）
行 政 庁：内閣府
公 益 財 団 法 人
 認定日：平成 23 年 3 月 29 日
 登記日：平成 23 年 4 月 1 日
出 捐 会 社：田辺三菱製薬株式会社

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度

特定（先進）研究助成

循 環 医 学 分 野

血 液 医 学 分 野

精 神 薬 療 分 野
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1 .  沿　革
本財団は、昭和 43 年 12 月に吉富製薬株式会社の寄付を受けて、“精神神経科領域における臨床薬理学及

び薬物治療学の研究（精神薬療研究）の推進”を目的として「財団法人 精神神経系薬物治療研究基金」と
して設立されました。
その後、昭和 57 年 2 月に株式会社ミドリ十字の寄付によって“血液成分その他の高分子蛋白の医学分野

における研究（血液医学研究）の振興”を目的として設立された「財団法人 内藤医学研究振興財団」を統合し、
平成 11 年 4 月から「財団法人 精神神経・血液 医薬研究振興財団」として財団活動を継承しました。
平成 14 年 3 月に、新たに“循環障害に起因する諸疾患に関する研究（循環医学研究）の振興”を目的に

追加するとともに、名称を「財団法人 先進医薬研究振興財団」に変更しました。
平成 23 年 4 月には、内閣総理大臣より公益認定を受け、「公益財団法人」として活動しております。

2 .  目　的
本財団は、精神神経科領域における臨床薬理学及び薬物治療学の研究（精神薬療研究）と血液成分その

他の高分子蛋白の医学分野における研究（血液医学研究）並びに循環障害に起因する諸疾患に関する研究（循
環医学研究）に対する助成、顕彰等を行ない、医学及び薬学に関する先進的な研究の振興を図り、もって
国民の医療と保健に貢献することを目的としております。

3 .  事　業
本財団の事業は、財団の目的に沿う研究に対する助成事業、研究報告会、市民公開講座、フォーラム、

刊行物等で、その主な概要は次のとおりであります。

１）助成事業
（１）一般研究助成

わが国の精神薬療、血液医学並びに循環医学の研究振興を目的として、独創的で医療ニーズの高
い研究に研究助成金を交付するものです。

（２）若手研究者助成
わが国の精神薬療、血液医学並びに循環医学の研究分野における若手研究者（応募時 39 歳以下）
の育成を目的として、新規で将来性のある研究に研究助成金を交付するものです。

（３）先進研究助成
疾病の治療、診断あるいは予防に対する直接的な貢献が期待される先進的、かつ臨床上有用性の
高いテーマに研究助成金を交付するものです。

（４）海外留学助成
わが国の精神薬療、血液医学並びに循環医学の研究分野における国際的視野に富む人材の育成を
目的として、若手研究者（応募時 39 歳以下）に助成金を交付するものです。

（５）被災地支援研究助成
東日本大震災で被災された地域（岩手・宮城・福島など）における精神薬療分野、血液医学分野、
循環医学分野に関わる災害医療をテーマにした調査・研究に助成し、医学・薬学に関する先進的
な研究の振興を図る目的で平成 23 年度及び平成 24 年度に助成を行いました。

２）先進医薬研究報告会
若手研究者助成研究成果と特定（先進）研究助成成果の発表、若手研究者の最優秀表彰及び海外留学助
成贈呈式などを目的に、毎年 12 月上旬に報告会を開催しております。

３）市民公開講座
・テーマ：認知症の予防と介護 平成 21 年 2 月 21 日開催
・テーマ：人生 100 年時代の生き方、自身の医療・ケアを考える 令和  2 年 2 月 15 日開催

４）フォーラム
財団の事業として、不定期にフォーラムを開催しております。
先進医薬フォーラム
　・テーマ：血管障害からみた脳と心臓 平成 16 年 2 月  7 日開催
　・テーマ：微小循環と脳機能障害のリンケージ 平成 17 年 2 月 26 日開催
　・テーマ：時間軸からみた脳血管障害の予防と治療 平成 18 年 1 月 28 日開催

先進医薬研究振興財団発足 10 周年記念式典
　・永年功労者表彰式
　・贈呈式
　・特別講演

：歴史と冒険のシンクロニシティー　－遣唐使をめぐって－
　　演者　辻原　　登　先生（芥川賞作家）
：宇宙の創生と新たに生じた謎
　　演者　佐藤　勝彦　先生（自然科学研究機構長、東京大学名誉教授）

 平成 25 年 3 月  2 日開催

５）刊行物
（１）先進医薬年報

毎年 8月に、当財団の 1年間の活動などをまとめて機関誌として発行しております。
（２）研究成果報告集

毎年 3 月に、精神薬療研究成果報告書、血液医学研究成果報告書、循環医学研究成果報告書並び
に特定（先進）研究助成研究成果報告書をまとめて研究成果報告集として発行しております。
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5 .  プロフィール

最近 5年間の助成金の推移（単位：万円）

財団設立以来の助成金交付累積額は 32 億 8,185 万円、交付件数は 3,715 件となります。

設 立 年 月 日：昭和 43 年 12 月 12 日
基 本 財 産：10 億円（令和 2年 3月 31 日 現在）
行 政 庁：内閣府
公 益 財 団 法 人
 認定日：平成 23 年 3 月 29 日
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1 .  沿　革
本財団は、昭和 43 年 12 月に吉富製薬株式会社の寄付を受けて、“精神神経科領域における臨床薬理学及

び薬物治療学の研究（精神薬療研究）の推進”を目的として「財団法人 精神神経系薬物治療研究基金」と
して設立されました。
その後、昭和 57 年 2 月に株式会社ミドリ十字の寄付によって“血液成分その他の高分子蛋白の医学分野

における研究（血液医学研究）の振興”を目的として設立された「財団法人 内藤医学研究振興財団」を統合し、
平成 11 年 4 月から「財団法人 精神神経・血液 医薬研究振興財団」として財団活動を継承しました。
平成 14 年 3 月に、新たに“循環障害に起因する諸疾患に関する研究（循環医学研究）の振興”を目的に

追加するとともに、名称を「財団法人 先進医薬研究振興財団」に変更しました。
平成 23 年 4 月には、内閣総理大臣より公益認定を受け、「公益財団法人」として活動しております。

2 .  目　的
本財団は、精神神経科領域における臨床薬理学及び薬物治療学の研究（精神薬療研究）と血液成分その

他の高分子蛋白の医学分野における研究（血液医学研究）並びに循環障害に起因する諸疾患に関する研究（循
環医学研究）に対する助成、顕彰等を行ない、医学及び薬学に関する先進的な研究の振興を図り、もって
国民の医療と保健に貢献することを目的としております。

3 .  事　業
本財団の事業は、財団の目的に沿う研究に対する助成事業、研究報告会、市民公開講座、フォーラム、

刊行物等で、その主な概要は次のとおりであります。

１）助成事業
（１）一般研究助成

わが国の精神薬療、血液医学並びに循環医学の研究振興を目的として、独創的で医療ニーズの高
い研究に研究助成金を交付するものです。

（２）若手研究者助成
わが国の精神薬療、血液医学並びに循環医学の研究分野における若手研究者（応募時 39 歳以下）
の育成を目的として、新規で将来性のある研究に研究助成金を交付するものです。

（３）先進研究助成
疾病の治療、診断あるいは予防に対する直接的な貢献が期待される先進的、かつ臨床上有用性の
高いテーマに研究助成金を交付するものです。

（４）海外留学助成
わが国の精神薬療、血液医学並びに循環医学の研究分野における国際的視野に富む人材の育成を
目的として、若手研究者（応募時 39 歳以下）に助成金を交付するものです。

（５）被災地支援研究助成
東日本大震災で被災された地域（岩手・宮城・福島など）における精神薬療分野、血液医学分野、
循環医学分野に関わる災害医療をテーマにした調査・研究に助成し、医学・薬学に関する先進的
な研究の振興を図る目的で平成 23 年度及び平成 24 年度に助成を行いました。

２）先進医薬研究報告会
若手研究者助成研究成果と特定（先進）研究助成成果の発表、若手研究者の最優秀表彰及び海外留学助
成贈呈式などを目的に、毎年 12 月上旬に報告会を開催しております。

３）市民公開講座
・テーマ：認知症の予防と介護 平成 21 年 2 月 21 日開催
・テーマ：人生 100 年時代の生き方、自身の医療・ケアを考える 令和  2 年 2 月 15 日開催

４）フォーラム
財団の事業として、不定期にフォーラムを開催しております。
先進医薬フォーラム
　・テーマ：血管障害からみた脳と心臓 平成 16 年 2 月  7 日開催
　・テーマ：微小循環と脳機能障害のリンケージ 平成 17 年 2 月 26 日開催
　・テーマ：時間軸からみた脳血管障害の予防と治療 平成 18 年 1 月 28 日開催

先進医薬研究振興財団発足 10 周年記念式典
　・永年功労者表彰式
　・贈呈式
　・特別講演

：歴史と冒険のシンクロニシティー　－遣唐使をめぐって－
　　演者　辻原　　登　先生（芥川賞作家）
：宇宙の創生と新たに生じた謎
　　演者　佐藤　勝彦　先生（自然科学研究機構長、東京大学名誉教授）

 平成 25 年 3 月  2 日開催

５）刊行物
（１）先進医薬年報

毎年 8月に、当財団の 1年間の活動などをまとめて機関誌として発行しております。
（２）研究成果報告集

毎年 3 月に、精神薬療研究成果報告書、血液医学研究成果報告書、循環医学研究成果報告書並び
に特定（先進）研究助成研究成果報告書をまとめて研究成果報告集として発行しております。
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１）役　　員

２）評　議　員

３）名誉理事

４）選考委員

精神薬療選考委員会

血液医学選考委員会

循環医学選考委員会

先進研究選考委員会

7 .  役員、評議員、選考委員の異動【五十音順】
１）新　任　

評 議 員 北　嶋　　　浩 園　田　龍太郎 （令和 2年 6月 10 日付）

２）辞　任

評 議 員 久　保　　　肇 日　水　幹　夫  （令和 2年 6月 10 日付）

退任・辞任されました方々には、長年に亘る財団活動へのご尽力に深謝いたします。

　 事 務 局

事　務　局　長  堀　　　雄一郎

事務局長補佐   大　谷　　　渡

事　務　局　員  大　橋　良　孝

事　務　局　員  古　舘　　　豊

事　務　局　員  村　井　利　江

和　田　邦　義

上　嶋　孝　博※

阿　部　康　二

加　藤　進　昌

小　山　　　司

島　本　和　明

鈴　木　宏　治

武　田　雅　俊

原　　　寿　郎

樋　口　輝　彦

堀　　　正　二

幕　内　雅　敏

三　國　雅　彦

峰　松　一　夫

濱　田　宇　一

髙　田　里　美

尾　崎　紀　夫

尾　崎　由基男

金　倉　　　譲

小　林　祥　泰

小　室　一　成

坂　田　洋　一

白　川　　　治

西　川　伸　一

西　川　　　徹

山　田　和　雄

山　脇　成　人

北　嶋　　　浩

田辺三菱製薬株式会社

田辺三菱製薬株式会社

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 教授

昭和大学発達障害医療研究所 所長、（公財）神経研究所 晴和病院 理事長

大谷地病院 臨床研究センター長、北海道大学 名誉教授

（学）日本医療大学 総長

鈴鹿医療科学大学 副学長、社会連携研究センター長、薬学部 特任教授、三重大学 名誉教授

（学）河﨑学園 大阪河﨑リハビリテーション大学 学長、仁明会 精神衛生研究所 所長、大阪大学 名誉教授

（地独）福岡市立病院機構 理事長、福岡市立こども病院 院長

（一社）日本うつ病センター 名誉理事長、国立精神・神経医療研究センター 名誉理事長、（医）日岩会 理事長

（地独）大阪府立病院機構 大阪国際がんセンター 名誉総長、大阪大学 名誉教授

（医）順江会 江東病院 院長、日本赤十字社医療センター 名誉院長、東京大学 名誉教授

（医）函館博栄会 函館渡辺病院 名誉院長、群馬大学 名誉教授

（医）医誠会本部 常務理事（臨床顧問）、国立循環器病研究センター 名誉院長、（公社）日本脳卒中協会 理事長

濱田宇一税理士事務所 所長

田辺三菱製薬株式会社

名古屋大学大学院医学系研究科 教授

笛吹中央病院 院長、山梨大学 名誉教授

（一財）住友病院 院長、大阪大学 名誉教授

（医）耕雲堂 小林病院 理事長、島根大学 名誉教授（前島根大学長）、PuREC（株）（島根大学発ベンチャー）社長

東京大学大学院医学系研究科 教授

自治医科大学 客員教授・名誉教授

近畿大学医学部 教授

京都大学 名誉教授

東京医科歯科大学 名誉教授

名古屋市総合リハビリテーションセンター長、名古屋市立大学 名誉教授

広島大学 特任教授、脳・こころ・感性科学研究センター 感性脳科学部門長、国際アフェクトーム(感情)研究センター長

田辺三菱製薬株式会社

園  田  龍 太 郎

矢　野　　　功

浅　野　孝　雄

池　田　康　夫

尾　前　照　雄

笠　原　　　嘉

黒　田　重　利

齋　藤　英　彦

佐　藤　光　源

猿　田　享　男

志　方　俊　夫

高　月　　　清

早　川　弘　一

松　下　正　明

松　本　慶　蔵

吉　岡　　　章

新　井　哲　明

池　田　　　学

井　上　　　猛

上　野　修　一

川　嵜　弘　詔

久　住  一　郎

須　田　史　朗

矢　部　博　興

吉　村　玲　児

鷲　塚　伸　介

田辺三菱製薬株式会社

田辺三菱製薬株式会社

埼玉医科大学 名誉教授、小川赤十字病院 名誉院長、南古谷病院 顧問

（学）根津育英会 武蔵学園 副理事長、早稲田大学 特命教授、慶應義塾大学 名誉教授

国立循環器病研究センター 名誉総長

桜クリニック 名誉院長、名古屋大学 名誉教授

（公財）慈圭会 慈圭病院 顧問、岡山大学 名誉教授

（独）国立病院機構 名古屋医療センター 名誉院長、名古屋大学 名誉教授

（医）恵風会　高岡病院　特別顧問、東北大学 名誉教授

慶應義塾大学 名誉教授

（公財）ウイルス肝炎研究財団 理事

（公財）田附興風会　評議員、熊本大学 名誉教授

日本医科大学 名誉教授

東京大学 名誉教授

（公財）結核予防会　学術相談役、長崎大学 名誉教授

奈良県立医科大学 名誉教授（前理事長・学長）

筑波大学医学医療系 教授

大阪大学大学院医学系研究科 教授

東京医科大学 主任教授

愛媛大学大学院医学系研究科 教授

福岡大学医学部 教授

北海道大学大学院医学研究院 教授

自治医科大学 主任教授

福島県立医科大学医学部 教授

産業医科大学医学部 教授

信州大学医学部 教授

浅　田　祐士郎

岡　田　賢　司

椛　島　健　治

桑　名　正　隆

高　柳　　　広

竹　田　　　潔

田野﨑　隆　二

千　葉　　　滋

冨　山　佳　昭

西中村　隆　一

安　斉　俊　久

飯　原　弘　二

卜　部　貴　夫

苅　尾　七　臣

高　橋　　　淳

冨　永　悌　二

平　野　照　之

前　村　浩　二

南　野　　　徹

吉　村　道　博

浅　田　祐士郎

岡　田　賢　司

椛　島　健　治

桑　名　正　隆

高　柳　　　広

竹　田　　　潔

田野﨑　隆　二

千　葉　  　滋

冨　山　佳　昭

西中村　隆　一

宮崎大学医学部 教授

福岡看護大学 教授、福岡歯科大学医科歯科総合病院 予防接種センター長

京都大学大学院医学研究科 教授

日本医科大学大学院医学研究科 教授

東京大学大学院医学系研究科 教授

大阪大学大学院医学系研究科 教授、大阪大学免疫学フロンティア研究センター 拠点長

慶応義塾大学医学部 教授

筑波大学医学医療系 教授

大阪大学附属病院 部長（特任教授）

熊本大学発生医学研究所 教授

北海道大学大学院医学研究院 教授

国立循環器病研究センター 病院長

順天堂大学医学部附属浦安病院 教授

自治医科大学 教授

近畿大学医学部 主任教授

東北大学大学院医学系研究科 教授、東北大学病院 病院長

杏林大学医学部 教授、杏林大学医学部付属病院 脳卒中センター長

長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 教授

順天堂大学大学院医学研究科 教授

東京慈恵会医科大学 講座担当教授

宮崎大学医学部 教授

福岡看護大学 教授、福岡歯科大学医科歯科総合病院 予防接種センター長

京都大学大学院医学研究科 教授

日本医科大学大学院医学研究科 教授

東京大学大学院医学系研究科 教授

大阪大学大学院医学系研究科 教授、大阪大学免疫学フロンティア研究センター 拠点長

慶応義塾大学医学部 教授

筑波大学医学医療系 教授

大阪大学附属病院 部長（特任教授）

熊本大学発生医学研究所 教授

6 .  役員、評議員、名誉理事 、選考委員【五十音順】
（令和 2 年 7 月 1 日現在）

１）役　　員

２）評　議　員

３）名誉理事

４）選考委員

精神薬療選考委員会

血液医学選考委員会

循環医学選考委員会

先進研究選考委員会

7 .  役員、評議員、選考委員の異動【五十音順】
１）新　任　

評 議 員 北　嶋　　　浩 園　田　龍太郎 （令和 2年 6月 10 日付）

２）辞　任

評 議 員 久　保　　　肇 日　水　幹　夫  （令和 2年 6月 10 日付）

退任・辞任されました方々には、長年に亘る財団活動へのご尽力に深謝いたします。

　 事 務 局

事　務　局　長  堀　　　雄一郎

事務局長補佐   大　谷　　　渡

事　務　局　員  大　橋　良　孝

事　務　局　員  古　舘　　　豊

事　務　局　員  村　井　利　江

和　田　邦　義

上　嶋　孝　博※

阿　部　康　二

加　藤　進　昌

小　山　　　司

島　本　和　明

鈴　木　宏　治

武　田　雅　俊

原　　　寿　郎

樋　口　輝　彦

堀　　　正　二

幕　内　雅　敏

三　國　雅　彦

峰　松　一　夫

濱　田　宇　一

髙　田　里　美

尾　崎　紀　夫

尾　崎　由基男

金　倉　　　譲

小　林　祥　泰

小　室　一　成

坂　田　洋　一

白　川　　　治

西　川　伸　一

西　川　　　徹

山　田　和　雄

山　脇　成　人

北　嶋　　　浩

理 事 長

常務理事

理 事

監 事

田辺三菱製薬株式会社

田辺三菱製薬株式会社

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 教授

昭和大学発達障害医療研究所 所長、（公財）神経研究所 晴和病院 理事長

大谷地病院 臨床研究センター長、北海道大学 名誉教授

（学）日本医療大学 総長

鈴鹿医療科学大学 副学長、社会連携研究センター長、薬学部 特任教授、三重大学 名誉教授

（学）河﨑学園 大阪河﨑リハビリテーション大学 学長、仁明会 精神衛生研究所 所長、大阪大学 名誉教授

（地独）福岡市立病院機構 理事長、福岡市立こども病院 院長

（一社）日本うつ病センター 名誉理事長、国立精神・神経医療研究センター 名誉理事長、（医）日岩会 理事長

（地独）大阪府立病院機構 大阪国際がんセンター 名誉総長、大阪大学 名誉教授

（医）順江会 江東病院 院長、日本赤十字社医療センター 名誉院長、東京大学 名誉教授

（医）函館博栄会 函館渡辺病院 名誉院長、群馬大学 名誉教授

（医）医誠会本部 常務理事（臨床顧問）、国立循環器病研究センター 名誉院長、（公社）日本脳卒中協会 理事長

濱田宇一税理士事務所 所長

田辺三菱製薬株式会社

名古屋大学大学院医学系研究科 教授

笛吹中央病院 院長、山梨大学 名誉教授

（一財）住友病院 院長、大阪大学 名誉教授

（医）耕雲堂 小林病院 理事長、島根大学 名誉教授（前島根大学長）、PuREC（株）（島根大学発ベンチャー）社長

東京大学大学院医学系研究科 教授

自治医科大学 客員教授・名誉教授

近畿大学医学部 教授

京都大学 名誉教授

東京医科歯科大学 名誉教授

名古屋市総合リハビリテーションセンター長、名古屋市立大学 名誉教授

広島大学 特任教授、脳・こころ・感性科学研究センター 感性脳科学部門長、国際アフェクトーム(感情)研究センター長

田辺三菱製薬株式会社

園  田  龍 太 郎

矢　野　　　功

浅　野　孝　雄

池　田　康　夫

尾　前　照　雄

笠　原　　　嘉

黒　田　重　利

齋　藤　英　彦

佐　藤　光　源

猿　田　享　男

志　方　俊　夫

高　月　　　清

早　川　弘　一

松　下　正　明

松　本　慶　蔵

吉　岡　　　章

新　井　哲　明

池　田　　　学

井　上　　　猛

上　野　修　一

川　嵜　弘　詔

久　住  一　郎

須　田　史　朗

矢　部　博　興

吉　村　玲　児

鷲　塚　伸　介

田辺三菱製薬株式会社

田辺三菱製薬株式会社

埼玉医科大学 名誉教授、小川赤十字病院 名誉院長、南古谷病院 顧問

（学）根津育英会 武蔵学園 副理事長、早稲田大学 特命教授、慶應義塾大学 名誉教授

国立循環器病研究センター 名誉総長

桜クリニック 名誉院長、名古屋大学 名誉教授

（公財）慈圭会 慈圭病院 顧問、岡山大学 名誉教授

（独）国立病院機構 名古屋医療センター 名誉院長、名古屋大学 名誉教授

（医）恵風会　高岡病院　特別顧問、東北大学 名誉教授

慶應義塾大学 名誉教授

（公財）ウイルス肝炎研究財団 理事

（公財）田附興風会　評議員、熊本大学 名誉教授

日本医科大学 名誉教授

東京大学 名誉教授

（公財）結核予防会　学術相談役、長崎大学 名誉教授

奈良県立医科大学 名誉教授（前理事長・学長）

筑波大学医学医療系 教授

大阪大学大学院医学系研究科 教授

東京医科大学 主任教授

愛媛大学大学院医学系研究科 教授

福岡大学医学部 教授

北海道大学大学院医学研究院 教授

自治医科大学 主任教授

福島県立医科大学医学部 教授

産業医科大学医学部 教授

信州大学医学部 教授

浅　田　祐士郎

岡　田　賢　司

椛　島　健　治

桑　名　正　隆

高　柳　　　広

竹　田　　　潔

田野﨑　隆　二

千　葉　　　滋

冨　山　佳　昭

西中村　隆　一

安　斉　俊　久

飯　原　弘　二

卜　部　貴　夫

苅　尾　七　臣

高　橋　　　淳

冨　永　悌　二

平　野　照　之

前　村　浩　二

南　野　　　徹

吉　村　道　博

浅　田　祐士郎

岡　田　賢　司

椛　島　健　治

桑　名　正　隆

高　柳　　　広

竹　田　　　潔

田野﨑　隆　二

千　葉　  　滋

冨　山　佳　昭

西中村　隆　一

宮崎大学医学部 教授

福岡看護大学 教授、福岡歯科大学医科歯科総合病院 予防接種センター長

京都大学大学院医学研究科 教授

日本医科大学大学院医学研究科 教授

東京大学大学院医学系研究科 教授

大阪大学大学院医学系研究科 教授、大阪大学免疫学フロンティア研究センター 拠点長

慶応義塾大学医学部 教授

筑波大学医学医療系 教授

大阪大学附属病院 部長（特任教授）

熊本大学発生医学研究所 教授

北海道大学大学院医学研究院 教授

国立循環器病研究センター 病院長

順天堂大学医学部附属浦安病院 教授

自治医科大学 教授

近畿大学医学部 主任教授

東北大学大学院医学系研究科 教授、東北大学病院 病院長

杏林大学医学部 教授、杏林大学医学部付属病院 脳卒中センター長

長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 教授

順天堂大学大学院医学研究科 教授

東京慈恵会医科大学 講座担当教授

宮崎大学医学部 教授

福岡看護大学 教授、福岡歯科大学医科歯科総合病院 予防接種センター長

京都大学大学院医学研究科 教授

日本医科大学大学院医学研究科 教授

東京大学大学院医学系研究科 教授

大阪大学大学院医学系研究科 教授、大阪大学免疫学フロンティア研究センター 拠点長

慶応義塾大学医学部 教授

筑波大学医学医療系 教授

大阪大学附属病院 部長（特任教授）

熊本大学発生医学研究所 教授

※　常　勤
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１）役　　員

２）評　議　員

３）名誉理事

４）選考委員

精神薬療選考委員会

血液医学選考委員会

循環医学選考委員会

先進研究選考委員会

7 .  役員、評議員、選考委員の異動【五十音順】
１）新　任　

評 議 員 北　嶋　　　浩 園　田　龍太郎 （令和 2年 6月 10 日付）

２）辞　任

評 議 員 久　保　　　肇 日　水　幹　夫  （令和 2年 6月 10 日付）

退任・辞任されました方々には、長年に亘る財団活動へのご尽力に深謝いたします。

　 事 務 局

事　務　局　長  堀　　　雄一郎

事務局長補佐   大　谷　　　渡

事　務　局　員  大　橋　良　孝

事　務　局　員  古　舘　　　豊

事　務　局　員  村　井　利　江

和　田　邦　義

上　嶋　孝　博※

阿　部　康　二

加　藤　進　昌

小　山　　　司

島　本　和　明

鈴　木　宏　治

武　田　雅　俊

原　　　寿　郎

樋　口　輝　彦

堀　　　正　二

幕　内　雅　敏

三　國　雅　彦

峰　松　一　夫

濱　田　宇　一

髙　田　里　美

尾　崎　紀　夫

尾　崎　由基男

金　倉　　　譲

小　林　祥　泰

小　室　一　成

坂　田　洋　一

白　川　　　治

西　川　伸　一

西　川　　　徹

山　田　和　雄

山　脇　成　人

北　嶋　　　浩

田辺三菱製薬株式会社

田辺三菱製薬株式会社

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 教授

昭和大学発達障害医療研究所 所長、（公財）神経研究所 晴和病院 理事長

大谷地病院 臨床研究センター長、北海道大学 名誉教授

（学）日本医療大学 総長

鈴鹿医療科学大学 副学長、社会連携研究センター長、薬学部 特任教授、三重大学 名誉教授

（学）河﨑学園 大阪河﨑リハビリテーション大学 学長、仁明会 精神衛生研究所 所長、大阪大学 名誉教授

（地独）福岡市立病院機構 理事長、福岡市立こども病院 院長

（一社）日本うつ病センター 名誉理事長、国立精神・神経医療研究センター 名誉理事長、（医）日岩会 理事長

（地独）大阪府立病院機構 大阪国際がんセンター 名誉総長、大阪大学 名誉教授

（医）順江会 江東病院 院長、日本赤十字社医療センター 名誉院長、東京大学 名誉教授

（医）函館博栄会 函館渡辺病院 名誉院長、群馬大学 名誉教授

（医）医誠会本部 常務理事（臨床顧問）、国立循環器病研究センター 名誉院長、（公社）日本脳卒中協会 理事長

濱田宇一税理士事務所 所長

田辺三菱製薬株式会社

名古屋大学大学院医学系研究科 教授

笛吹中央病院 院長、山梨大学 名誉教授

（一財）住友病院 院長、大阪大学 名誉教授

（医）耕雲堂 小林病院 理事長、島根大学 名誉教授（前島根大学長）、PuREC（株）（島根大学発ベンチャー）社長

東京大学大学院医学系研究科 教授

自治医科大学 客員教授・名誉教授

近畿大学医学部 教授

京都大学 名誉教授

東京医科歯科大学 名誉教授

名古屋市総合リハビリテーションセンター長、名古屋市立大学 名誉教授

広島大学 特任教授、脳・こころ・感性科学研究センター 感性脳科学部門長、国際アフェクトーム(感情)研究センター長

田辺三菱製薬株式会社

園  田  龍 太 郎

矢　野　　　功

浅　野　孝　雄

池　田　康　夫

尾　前　照　雄

笠　原　　　嘉

黒　田　重　利

齋　藤　英　彦

佐　藤　光　源

猿　田　享　男

志　方　俊　夫

高　月　　　清

早　川　弘　一

松　下　正　明

松　本　慶　蔵

吉　岡　　　章

新　井　哲　明

池　田　　　学

井　上　　　猛

上　野　修　一

川　嵜　弘　詔

久　住  一　郎

須　田　史　朗

矢　部　博　興

吉　村　玲　児

鷲　塚　伸　介

田辺三菱製薬株式会社

田辺三菱製薬株式会社

埼玉医科大学 名誉教授、小川赤十字病院 名誉院長、南古谷病院 顧問

（学）根津育英会 武蔵学園 副理事長、早稲田大学 特命教授、慶應義塾大学 名誉教授

国立循環器病研究センター 名誉総長

桜クリニック 名誉院長、名古屋大学 名誉教授

（公財）慈圭会 慈圭病院 顧問、岡山大学 名誉教授

（独）国立病院機構 名古屋医療センター 名誉院長、名古屋大学 名誉教授

（医）恵風会　高岡病院　特別顧問、東北大学 名誉教授

慶應義塾大学 名誉教授

（公財）ウイルス肝炎研究財団 理事

（公財）田附興風会　評議員、熊本大学 名誉教授

日本医科大学 名誉教授

東京大学 名誉教授

（公財）結核予防会　学術相談役、長崎大学 名誉教授

奈良県立医科大学 名誉教授（前理事長・学長）

筑波大学医学医療系 教授

大阪大学大学院医学系研究科 教授

東京医科大学 主任教授

愛媛大学大学院医学系研究科 教授

福岡大学医学部 教授

北海道大学大学院医学研究院 教授

自治医科大学 主任教授

福島県立医科大学医学部 教授

産業医科大学医学部 教授

信州大学医学部 教授

浅　田　祐士郎

岡　田　賢　司

椛　島　健　治

桑　名　正　隆

高　柳　　　広

竹　田　　　潔

田野﨑　隆　二

千　葉　　　滋

冨　山　佳　昭

西中村　隆　一

安　斉　俊　久

飯　原　弘　二

卜　部　貴　夫

苅　尾　七　臣

高　橋　　　淳

冨　永　悌　二

平　野　照　之

前　村　浩　二

南　野　　　徹

吉　村　道　博

浅　田　祐士郎

岡　田　賢　司

椛　島　健　治

桑　名　正　隆

高　柳　　　広

竹　田　　　潔

田野﨑　隆　二

千　葉　  　滋

冨　山　佳　昭

西中村　隆　一

宮崎大学医学部 教授

福岡看護大学 教授、福岡歯科大学医科歯科総合病院 予防接種センター長

京都大学大学院医学研究科 教授

日本医科大学大学院医学研究科 教授

東京大学大学院医学系研究科 教授

大阪大学大学院医学系研究科 教授、大阪大学免疫学フロンティア研究センター 拠点長

慶応義塾大学医学部 教授

筑波大学医学医療系 教授

大阪大学附属病院 部長（特任教授）

熊本大学発生医学研究所 教授

北海道大学大学院医学研究院 教授

国立循環器病研究センター 病院長

順天堂大学医学部附属浦安病院 教授

自治医科大学 教授

近畿大学医学部 主任教授

東北大学大学院医学系研究科 教授、東北大学病院 病院長

杏林大学医学部 教授、杏林大学医学部付属病院 脳卒中センター長

長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 教授

順天堂大学大学院医学研究科 教授

東京慈恵会医科大学 講座担当教授

宮崎大学医学部 教授

福岡看護大学 教授、福岡歯科大学医科歯科総合病院 予防接種センター長

京都大学大学院医学研究科 教授

日本医科大学大学院医学研究科 教授

東京大学大学院医学系研究科 教授

大阪大学大学院医学系研究科 教授、大阪大学免疫学フロンティア研究センター 拠点長

慶応義塾大学医学部 教授

筑波大学医学医療系 教授

大阪大学附属病院 部長（特任教授）

熊本大学発生医学研究所 教授

6 .  役員、評議員、名誉理事 、選考委員【五十音順】
（令和 2 年 7 月 1 日現在）

１）役　　員

２）評　議　員

３）名誉理事

４）選考委員

精神薬療選考委員会

血液医学選考委員会

循環医学選考委員会

先進研究選考委員会

7 .  役員、評議員、選考委員の異動【五十音順】
１）新　任　

評 議 員 北　嶋　　　浩 園　田　龍太郎 （令和 2年 6月 10 日付）

２）辞　任

評 議 員 久　保　　　肇 日　水　幹　夫  （令和 2年 6月 10 日付）

退任・辞任されました方々には、長年に亘る財団活動へのご尽力に深謝いたします。

　 事 務 局

事　務　局　長  堀　　　雄一郎

事務局長補佐   大　谷　　　渡

事　務　局　員  大　橋　良　孝

事　務　局　員  古　舘　　　豊

事　務　局　員  村　井　利　江

和　田　邦　義

上　嶋　孝　博※

阿　部　康　二

加　藤　進　昌

小　山　　　司

島　本　和　明

鈴　木　宏　治

武　田　雅　俊

原　　　寿　郎

樋　口　輝　彦

堀　　　正　二

幕　内　雅　敏

三　國　雅　彦

峰　松　一　夫

濱　田　宇　一

髙　田　里　美

尾　崎　紀　夫

尾　崎　由基男

金　倉　　　譲

小　林　祥　泰

小　室　一　成

坂　田　洋　一

白　川　　　治

西　川　伸　一

西　川　　　徹

山　田　和　雄

山　脇　成　人

北　嶋　　　浩

理 事 長

常務理事

理 事

監 事

田辺三菱製薬株式会社

田辺三菱製薬株式会社

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 教授

昭和大学発達障害医療研究所 所長、（公財）神経研究所 晴和病院 理事長

大谷地病院 臨床研究センター長、北海道大学 名誉教授

（学）日本医療大学 総長

鈴鹿医療科学大学 副学長、社会連携研究センター長、薬学部 特任教授、三重大学 名誉教授

（学）河﨑学園 大阪河﨑リハビリテーション大学 学長、仁明会 精神衛生研究所 所長、大阪大学 名誉教授

（地独）福岡市立病院機構 理事長、福岡市立こども病院 院長

（一社）日本うつ病センター 名誉理事長、国立精神・神経医療研究センター 名誉理事長、（医）日岩会 理事長

（地独）大阪府立病院機構 大阪国際がんセンター 名誉総長、大阪大学 名誉教授

（医）順江会 江東病院 院長、日本赤十字社医療センター 名誉院長、東京大学 名誉教授

（医）函館博栄会 函館渡辺病院 名誉院長、群馬大学 名誉教授

（医）医誠会本部 常務理事（臨床顧問）、国立循環器病研究センター 名誉院長、（公社）日本脳卒中協会 理事長

濱田宇一税理士事務所 所長
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（医）耕雲堂 小林病院 理事長、島根大学 名誉教授（前島根大学長）、PuREC（株）（島根大学発ベンチャー）社長
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名古屋市総合リハビリテーションセンター長、名古屋市立大学 名誉教授

広島大学 特任教授、脳・こころ・感性科学研究センター 感性脳科学部門長、国際アフェクトーム(感情)研究センター長
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埼玉医科大学 名誉教授、小川赤十字病院 名誉院長、南古谷病院 顧問

（学）根津育英会 武蔵学園 副理事長、早稲田大学 特命教授、慶應義塾大学 名誉教授

国立循環器病研究センター 名誉総長

桜クリニック 名誉院長、名古屋大学 名誉教授

（公財）慈圭会 慈圭病院 顧問、岡山大学 名誉教授

（独）国立病院機構 名古屋医療センター 名誉院長、名古屋大学 名誉教授

（医）恵風会　高岡病院　特別顧問、東北大学 名誉教授

慶應義塾大学 名誉教授

（公財）ウイルス肝炎研究財団 理事

（公財）田附興風会　評議員、熊本大学 名誉教授

日本医科大学 名誉教授

東京大学 名誉教授

（公財）結核予防会　学術相談役、長崎大学 名誉教授

奈良県立医科大学 名誉教授（前理事長・学長）

筑波大学医学医療系 教授

大阪大学大学院医学系研究科 教授

東京医科大学 主任教授

愛媛大学大学院医学系研究科 教授

福岡大学医学部 教授
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福島県立医科大学医学部 教授
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信州大学医学部 教授

浅　田　祐士郎

岡　田　賢　司

椛　島　健　治

桑　名　正　隆

高　柳　　　広

竹　田　　　潔

田野﨑　隆　二

千　葉　　　滋

冨　山　佳　昭

西中村　隆　一

安　斉　俊　久

飯　原　弘　二

卜　部　貴　夫
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高　橋　　　淳

冨　永　悌　二

平　野　照　之

前　村　浩　二
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浅　田　祐士郎

岡　田　賢　司

椛　島　健　治

桑　名　正　隆

高　柳　　　広

竹　田　　　潔

田野﨑　隆　二

千　葉　  　滋

冨　山　佳　昭

西中村　隆　一

宮崎大学医学部 教授

福岡看護大学 教授、福岡歯科大学医科歯科総合病院 予防接種センター長

京都大学大学院医学研究科 教授

日本医科大学大学院医学研究科 教授

東京大学大学院医学系研究科 教授

大阪大学大学院医学系研究科 教授、大阪大学免疫学フロンティア研究センター 拠点長

慶応義塾大学医学部 教授

筑波大学医学医療系 教授

大阪大学附属病院 部長（特任教授）

熊本大学発生医学研究所 教授

北海道大学大学院医学研究院 教授

国立循環器病研究センター 病院長

順天堂大学医学部附属浦安病院 教授

自治医科大学 教授

近畿大学医学部 主任教授

東北大学大学院医学系研究科 教授、東北大学病院 病院長
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順天堂大学大学院医学研究科 教授
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東京大学大学院医学系研究科 教授
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１）役　　員

２）評　議　員

３）名誉理事

４）選考委員

精神薬療選考委員会

血液医学選考委員会

循環医学選考委員会

先進研究選考委員会

7 .  役員、評議員、選考委員の異動【五十音順】
１）新　任　

評 議 員 北　嶋　　　浩 園　田　龍太郎 （令和 2年 6月 10 日付）

２）辞　任

評 議 員 久　保　　　肇 日　水　幹　夫  （令和 2年 6月 10 日付）

退任・辞任されました方々には、長年に亘る財団活動へのご尽力に深謝いたします。

　 事 務 局

事　務　局　長  堀　　　雄一郎

事務局長補佐   大　谷　　　渡

事　務　局　員  大　橋　良　孝
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（医）函館博栄会 函館渡辺病院 名誉院長、群馬大学 名誉教授
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東京大学大学院医学系研究科 教授
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京都大学 名誉教授

東京医科歯科大学 名誉教授

名古屋市総合リハビリテーションセンター長、名古屋市立大学 名誉教授

広島大学 特任教授、脳・こころ・感性科学研究センター 感性脳科学部門長、国際アフェクトーム(感情)研究センター長
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埼玉医科大学 名誉教授、小川赤十字病院 名誉院長、南古谷病院 顧問

（学）根津育英会 武蔵学園 副理事長、早稲田大学 特命教授、慶應義塾大学 名誉教授

国立循環器病研究センター 名誉総長

桜クリニック 名誉院長、名古屋大学 名誉教授

（公財）慈圭会 慈圭病院 顧問、岡山大学 名誉教授

（独）国立病院機構 名古屋医療センター 名誉院長、名古屋大学 名誉教授

（医）恵風会　高岡病院　特別顧問、東北大学 名誉教授

慶應義塾大学 名誉教授

（公財）ウイルス肝炎研究財団 理事

（公財）田附興風会　評議員、熊本大学 名誉教授

日本医科大学 名誉教授

東京大学 名誉教授

（公財）結核予防会　学術相談役、長崎大学 名誉教授

奈良県立医科大学 名誉教授（前理事長・学長）

筑波大学医学医療系 教授

大阪大学大学院医学系研究科 教授

東京医科大学 主任教授
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岡　田　賢　司

椛　島　健　治

桑　名　正　隆

高　柳　　　広

竹　田　　　潔

田野﨑　隆　二

千　葉　　　滋

冨　山　佳　昭

西中村　隆　一

安　斉　俊　久

飯　原　弘　二

卜　部　貴　夫

苅　尾　七　臣

高　橋　　　淳

冨　永　悌　二

平　野　照　之

前　村　浩　二

南　野　　　徹

吉　村　道　博

浅　田　祐士郎

岡　田　賢　司

椛　島　健　治

桑　名　正　隆

高　柳　　　広

竹　田　　　潔

田野﨑　隆　二

千　葉　  　滋

冨　山　佳　昭

西中村　隆　一
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福岡看護大学 教授、福岡歯科大学医科歯科総合病院 予防接種センター長

京都大学大学院医学研究科 教授

日本医科大学大学院医学研究科 教授

東京大学大学院医学系研究科 教授

大阪大学大学院医学系研究科 教授、大阪大学免疫学フロンティア研究センター 拠点長

慶応義塾大学医学部 教授

筑波大学医学医療系 教授

大阪大学附属病院 部長（特任教授）

熊本大学発生医学研究所 教授

北海道大学大学院医学研究院 教授

国立循環器病研究センター 病院長

順天堂大学医学部附属浦安病院 教授

自治医科大学 教授

近畿大学医学部 主任教授

東北大学大学院医学系研究科 教授、東北大学病院 病院長

杏林大学医学部 教授、杏林大学医学部付属病院 脳卒中センター長

長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 教授

順天堂大学大学院医学研究科 教授

東京慈恵会医科大学 講座担当教授
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福岡看護大学 教授、福岡歯科大学医科歯科総合病院 予防接種センター長
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坂　田　洋　一

白　川　　　治

西　川　伸　一

西　川　　　徹

山　田　和　雄

山　脇　成　人

北　嶋　　　浩

田辺三菱製薬株式会社

田辺三菱製薬株式会社

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 教授

昭和大学発達障害医療研究所 所長、（公財）神経研究所 晴和病院 理事長

大谷地病院 臨床研究センター長、北海道大学 名誉教授

（学）日本医療大学 総長

鈴鹿医療科学大学 副学長、社会連携研究センター長、薬学部 特任教授、三重大学 名誉教授

（学）河﨑学園 大阪河﨑リハビリテーション大学 学長、仁明会 精神衛生研究所 所長、大阪大学 名誉教授

（地独）福岡市立病院機構 理事長、福岡市立こども病院 院長

（一社）日本うつ病センター 名誉理事長、国立精神・神経医療研究センター 名誉理事長、（医）日岩会 理事長

（地独）大阪府立病院機構 大阪国際がんセンター 名誉総長、大阪大学 名誉教授

（医）順江会 江東病院 院長、日本赤十字社医療センター 名誉院長、東京大学 名誉教授

（医）函館博栄会 函館渡辺病院 名誉院長、群馬大学 名誉教授

（医）医誠会本部 常務理事（臨床顧問）、国立循環器病研究センター 名誉院長、（公社）日本脳卒中協会 理事長

濱田宇一税理士事務所 所長

田辺三菱製薬株式会社

名古屋大学大学院医学系研究科 教授

笛吹中央病院 院長、山梨大学 名誉教授

（一財）住友病院 院長、大阪大学 名誉教授

（医）耕雲堂 小林病院 理事長、島根大学 名誉教授（前島根大学長）、PuREC（株）（島根大学発ベンチャー）社長

東京大学大学院医学系研究科 教授

自治医科大学 客員教授・名誉教授

近畿大学医学部 教授

京都大学 名誉教授

東京医科歯科大学 名誉教授

名古屋市総合リハビリテーションセンター長、名古屋市立大学 名誉教授

広島大学 特任教授、脳・こころ・感性科学研究センター 感性脳科学部門長、国際アフェクトーム(感情)研究センター長

田辺三菱製薬株式会社

園  田  龍 太 郎

矢　野　　　功

浅　野　孝　雄

池　田　康　夫

尾　前　照　雄

笠　原　　　嘉

黒　田　重　利

齋　藤　英　彦

佐　藤　光　源

猿　田　享　男

志　方　俊　夫

高　月　　　清

早　川　弘　一

松　下　正　明

松　本　慶　蔵

吉　岡　　　章

新　井　哲　明

池　田　　　学

井　上　　　猛

上　野　修　一

川　嵜　弘　詔

久　住  一　郎

須　田　史　朗

矢　部　博　興

吉　村　玲　児

鷲　塚　伸　介

田辺三菱製薬株式会社

田辺三菱製薬株式会社

埼玉医科大学 名誉教授、小川赤十字病院 名誉院長、南古谷病院 顧問

（学）根津育英会 武蔵学園 副理事長、早稲田大学 特命教授、慶應義塾大学 名誉教授

国立循環器病研究センター 名誉総長

桜クリニック 名誉院長、名古屋大学 名誉教授

（公財）慈圭会 慈圭病院 顧問、岡山大学 名誉教授

（独）国立病院機構 名古屋医療センター 名誉院長、名古屋大学 名誉教授

（医）恵風会　高岡病院　特別顧問、東北大学 名誉教授

慶應義塾大学 名誉教授

（公財）ウイルス肝炎研究財団 理事

（公財）田附興風会　評議員、熊本大学 名誉教授

日本医科大学 名誉教授

東京大学 名誉教授

（公財）結核予防会　学術相談役、長崎大学 名誉教授

奈良県立医科大学 名誉教授（前理事長・学長）

筑波大学医学医療系 教授

大阪大学大学院医学系研究科 教授

東京医科大学 主任教授

愛媛大学大学院医学系研究科 教授

福岡大学医学部 教授

北海道大学大学院医学研究院 教授

自治医科大学 主任教授

福島県立医科大学医学部 教授

産業医科大学医学部 教授

信州大学医学部 教授

浅　田　祐士郎

岡　田　賢　司

椛　島　健　治

桑　名　正　隆

高　柳　　　広

竹　田　　　潔

田野﨑　隆　二

千　葉　　　滋

冨　山　佳　昭

西中村　隆　一

安　斉　俊　久

飯　原　弘　二

卜　部　貴　夫

苅　尾　七　臣

高　橋　　　淳

冨　永　悌　二

平　野　照　之

前　村　浩　二

南　野　　　徹

吉　村　道　博

浅　田　祐士郎

岡　田　賢　司

椛　島　健　治

桑　名　正　隆

高　柳　　　広

竹　田　　　潔

田野﨑　隆　二

千　葉　  　滋

冨　山　佳　昭

西中村　隆　一

宮崎大学医学部 教授

福岡看護大学 教授、福岡歯科大学医科歯科総合病院 予防接種センター長

京都大学大学院医学研究科 教授

日本医科大学大学院医学研究科 教授

東京大学大学院医学系研究科 教授

大阪大学大学院医学系研究科 教授、大阪大学免疫学フロンティア研究センター 拠点長

慶応義塾大学医学部 教授

筑波大学医学医療系 教授

大阪大学附属病院 部長（特任教授）

熊本大学発生医学研究所 教授

北海道大学大学院医学研究院 教授

国立循環器病研究センター 病院長

順天堂大学医学部附属浦安病院 教授

自治医科大学 教授

近畿大学医学部 主任教授

東北大学大学院医学系研究科 教授、東北大学病院 病院長

杏林大学医学部 教授、杏林大学医学部付属病院 脳卒中センター長

長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 教授

順天堂大学大学院医学研究科 教授

東京慈恵会医科大学 講座担当教授

宮崎大学医学部 教授

福岡看護大学 教授、福岡歯科大学医科歯科総合病院 予防接種センター長

京都大学大学院医学研究科 教授

日本医科大学大学院医学研究科 教授

東京大学大学院医学系研究科 教授

大阪大学大学院医学系研究科 教授、大阪大学免疫学フロンティア研究センター 拠点長

慶応義塾大学医学部 教授

筑波大学医学医療系 教授

大阪大学附属病院 部長（特任教授）

熊本大学発生医学研究所 教授
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１）役　　員

２）評　議　員

３）名誉理事

４）選考委員

精神薬療選考委員会

血液医学選考委員会

循環医学選考委員会

先進研究選考委員会

7 .  役員、評議員、選考委員の異動【五十音順】
１）新　任　

評 議 員 北　嶋　　　浩 園　田　龍太郎 （令和 2年 6月 10 日付）

２）辞　任

評 議 員 久　保　　　肇 日　水　幹　夫  （令和 2年 6月 10 日付）

退任・辞任されました方々には、長年に亘る財団活動へのご尽力に深謝いたします。

　 事 務 局

事　務　局　長  堀　　　雄一郎

事務局長補佐   大　谷　　　渡

事　務　局　員  大　橋　良　孝

事　務　局　員  古　舘　　　豊

事　務　局　員  村　井　利　江

和　田　邦　義

上　嶋　孝　博※

阿　部　康　二

加　藤　進　昌

小　山　　　司

島　本　和　明

鈴　木　宏　治

武　田　雅　俊

原　　　寿　郎

樋　口　輝　彦

堀　　　正　二

幕　内　雅　敏

三　國　雅　彦

峰　松　一　夫

濱　田　宇　一

髙　田　里　美

尾　崎　紀　夫

尾　崎　由基男

金　倉　　　譲

小　林　祥　泰

小　室　一　成

坂　田　洋　一

白　川　　　治

西　川　伸　一

西　川　　　徹

山　田　和　雄

山　脇　成　人

北　嶋　　　浩

田辺三菱製薬株式会社

田辺三菱製薬株式会社

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 教授

昭和大学発達障害医療研究所 所長、（公財）神経研究所 晴和病院 理事長

大谷地病院 臨床研究センター長、北海道大学 名誉教授

（学）日本医療大学 総長

鈴鹿医療科学大学 副学長、社会連携研究センター長、薬学部 特任教授、三重大学 名誉教授

（学）河﨑学園 大阪河﨑リハビリテーション大学 学長、仁明会 精神衛生研究所 所長、大阪大学 名誉教授

（地独）福岡市立病院機構 理事長、福岡市立こども病院 院長

（一社）日本うつ病センター 名誉理事長、国立精神・神経医療研究センター 名誉理事長、（医）日岩会 理事長

（地独）大阪府立病院機構 大阪国際がんセンター 名誉総長、大阪大学 名誉教授

（医）順江会 江東病院 院長、日本赤十字社医療センター 名誉院長、東京大学 名誉教授

（医）函館博栄会 函館渡辺病院 名誉院長、群馬大学 名誉教授

（医）医誠会本部 常務理事（臨床顧問）、国立循環器病研究センター 名誉院長、（公社）日本脳卒中協会 理事長

濱田宇一税理士事務所 所長

田辺三菱製薬株式会社

名古屋大学大学院医学系研究科 教授

笛吹中央病院 院長、山梨大学 名誉教授

（一財）住友病院 院長、大阪大学 名誉教授

（医）耕雲堂 小林病院 理事長、島根大学 名誉教授（前島根大学長）、PuREC（株）（島根大学発ベンチャー）社長

東京大学大学院医学系研究科 教授

自治医科大学 客員教授・名誉教授

近畿大学医学部 教授

京都大学 名誉教授

東京医科歯科大学 名誉教授

名古屋市総合リハビリテーションセンター長、名古屋市立大学 名誉教授

広島大学 特任教授、脳・こころ・感性科学研究センター 感性脳科学部門長、国際アフェクトーム(感情)研究センター長

田辺三菱製薬株式会社

園  田  龍 太 郎

矢　野　　　功

浅　野　孝　雄

池　田　康　夫

尾　前　照　雄

笠　原　　　嘉

黒　田　重　利

齋　藤　英　彦

佐　藤　光　源

猿　田　享　男

志　方　俊　夫

高　月　　　清

早　川　弘　一

松　下　正　明

松　本　慶　蔵

吉　岡　　　章

新　井　哲　明

池　田　　　学

井　上　　　猛

上　野　修　一

川　嵜　弘　詔

久　住  一　郎

須　田　史　朗

矢　部　博　興

吉　村　玲　児

鷲　塚　伸　介

田辺三菱製薬株式会社

田辺三菱製薬株式会社

埼玉医科大学 名誉教授、小川赤十字病院 名誉院長、南古谷病院 顧問

（学）根津育英会 武蔵学園 副理事長、早稲田大学 特命教授、慶應義塾大学 名誉教授

国立循環器病研究センター 名誉総長

桜クリニック 名誉院長、名古屋大学 名誉教授

（公財）慈圭会 慈圭病院 顧問、岡山大学 名誉教授

（独）国立病院機構 名古屋医療センター 名誉院長、名古屋大学 名誉教授

（医）恵風会　高岡病院　特別顧問、東北大学 名誉教授

慶應義塾大学 名誉教授

（公財）ウイルス肝炎研究財団 理事

（公財）田附興風会　評議員、熊本大学 名誉教授

日本医科大学 名誉教授

東京大学 名誉教授

（公財）結核予防会　学術相談役、長崎大学 名誉教授

奈良県立医科大学 名誉教授（前理事長・学長）

筑波大学医学医療系 教授

大阪大学大学院医学系研究科 教授

東京医科大学 主任教授

愛媛大学大学院医学系研究科 教授

福岡大学医学部 教授

北海道大学大学院医学研究院 教授

自治医科大学 主任教授

福島県立医科大学医学部 教授

産業医科大学医学部 教授

信州大学医学部 教授

浅　田　祐士郎

岡　田　賢　司

椛　島　健　治

桑　名　正　隆

高　柳　　　広

竹　田　　　潔

田野﨑　隆　二

千　葉　　　滋

冨　山　佳　昭

西中村　隆　一

安　斉　俊　久

飯　原　弘　二

卜　部　貴　夫

苅　尾　七　臣

高　橋　　　淳

冨　永　悌　二

平　野　照　之

前　村　浩　二

南　野　　　徹

吉　村　道　博

浅　田　祐士郎

岡　田　賢　司

椛　島　健　治

桑　名　正　隆

高　柳　　　広

竹　田　　　潔

田野﨑　隆　二

千　葉　  　滋

冨　山　佳　昭

西中村　隆　一

宮崎大学医学部 教授

福岡看護大学 教授、福岡歯科大学医科歯科総合病院 予防接種センター長

京都大学大学院医学研究科 教授

日本医科大学大学院医学研究科 教授

東京大学大学院医学系研究科 教授

大阪大学大学院医学系研究科 教授、大阪大学免疫学フロンティア研究センター 拠点長

慶応義塾大学医学部 教授

筑波大学医学医療系 教授

大阪大学附属病院 部長（特任教授）

熊本大学発生医学研究所 教授

北海道大学大学院医学研究院 教授

国立循環器病研究センター 病院長

順天堂大学医学部附属浦安病院 教授

自治医科大学 教授

近畿大学医学部 主任教授

東北大学大学院医学系研究科 教授、東北大学病院 病院長

杏林大学医学部 教授、杏林大学医学部付属病院 脳卒中センター長

長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 教授

順天堂大学大学院医学研究科 教授

東京慈恵会医科大学 講座担当教授

宮崎大学医学部 教授

福岡看護大学 教授、福岡歯科大学医科歯科総合病院 予防接種センター長

京都大学大学院医学研究科 教授

日本医科大学大学院医学研究科 教授

東京大学大学院医学系研究科 教授

大阪大学大学院医学系研究科 教授、大阪大学免疫学フロンティア研究センター 拠点長

慶応義塾大学医学部 教授

筑波大学医学医療系 教授

大阪大学附属病院 部長（特任教授）

熊本大学発生医学研究所 教授

１）役　　員

２）評　議　員

３）名誉理事

４）選考委員

精神薬療選考委員会

血液医学選考委員会

循環医学選考委員会

先進研究選考委員会

7 .  役員、評議員、選考委員の異動【五十音順】
１）新　任　

評 議 員 北　嶋　　　浩 園　田　龍太郎 （令和 2年 6月 10 日付）

２）辞　任

評 議 員 久　保　　　肇 日　水　幹　夫  （令和 2年 6月 10 日付）

退任・辞任されました方々には、長年に亘る財団活動へのご尽力に深謝いたします。

　 事 務 局

事　務　局　長  堀　　　雄一郎

事務局長補佐   大　谷　　　渡

事　務　局　員  大　橋　良　孝

事　務　局　員  古　舘　　　豊

事　務　局　員  村　井　利　江

和　田　邦　義

上　嶋　孝　博※

阿　部　康　二

加　藤　進　昌

小　山　　　司

島　本　和　明

鈴　木　宏　治

武　田　雅　俊

原　　　寿　郎

樋　口　輝　彦

堀　　　正　二

幕　内　雅　敏

三　國　雅　彦

峰　松　一　夫

濱　田　宇　一

髙　田　里　美

尾　崎　紀　夫

尾　崎　由基男

金　倉　　　譲

小　林　祥　泰

小　室　一　成

坂　田　洋　一

白　川　　　治

西　川　伸　一

西　川　　　徹

山　田　和　雄

山　脇　成　人

北　嶋　　　浩

田辺三菱製薬株式会社

田辺三菱製薬株式会社

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 教授

昭和大学発達障害医療研究所 所長、（公財）神経研究所 晴和病院 理事長

大谷地病院 臨床研究センター長、北海道大学 名誉教授

（学）日本医療大学 総長

鈴鹿医療科学大学 副学長、社会連携研究センター長、薬学部 特任教授、三重大学 名誉教授

（学）河﨑学園 大阪河﨑リハビリテーション大学 学長、仁明会 精神衛生研究所 所長、大阪大学 名誉教授

（地独）福岡市立病院機構 理事長、福岡市立こども病院 院長

（一社）日本うつ病センター 名誉理事長、国立精神・神経医療研究センター 名誉理事長、（医）日岩会 理事長

（地独）大阪府立病院機構 大阪国際がんセンター 名誉総長、大阪大学 名誉教授

（医）順江会 江東病院 院長、日本赤十字社医療センター 名誉院長、東京大学 名誉教授

（医）函館博栄会 函館渡辺病院 名誉院長、群馬大学 名誉教授

（医）医誠会本部 常務理事（臨床顧問）、国立循環器病研究センター 名誉院長、（公社）日本脳卒中協会 理事長

濱田宇一税理士事務所 所長

田辺三菱製薬株式会社

名古屋大学大学院医学系研究科 教授

笛吹中央病院 院長、山梨大学 名誉教授

（一財）住友病院 院長、大阪大学 名誉教授

（医）耕雲堂 小林病院 理事長、島根大学 名誉教授（前島根大学長）、PuREC（株）（島根大学発ベンチャー）社長

東京大学大学院医学系研究科 教授

自治医科大学 客員教授・名誉教授

近畿大学医学部 教授

京都大学 名誉教授

東京医科歯科大学 名誉教授

名古屋市総合リハビリテーションセンター長、名古屋市立大学 名誉教授

広島大学 特任教授、脳・こころ・感性科学研究センター 感性脳科学部門長、国際アフェクトーム(感情)研究センター長

田辺三菱製薬株式会社

園  田  龍 太 郎

矢　野　　　功

浅　野　孝　雄

池　田　康　夫

尾　前　照　雄

笠　原　　　嘉

黒　田　重　利

齋　藤　英　彦

佐　藤　光　源

猿　田　享　男

志　方　俊　夫

高　月　　　清

早　川　弘　一

松　下　正　明

松　本　慶　蔵

吉　岡　　　章

新　井　哲　明

池　田　　　学

井　上　　　猛

上　野　修　一

川　嵜　弘　詔

久　住  一　郎

須　田　史　朗

矢　部　博　興

吉　村　玲　児

鷲　塚　伸　介

田辺三菱製薬株式会社

田辺三菱製薬株式会社

埼玉医科大学 名誉教授、小川赤十字病院 名誉院長、南古谷病院 顧問

（学）根津育英会 武蔵学園 副理事長、早稲田大学 特命教授、慶應義塾大学 名誉教授

国立循環器病研究センター 名誉総長

桜クリニック 名誉院長、名古屋大学 名誉教授

（公財）慈圭会 慈圭病院 顧問、岡山大学 名誉教授

（独）国立病院機構 名古屋医療センター 名誉院長、名古屋大学 名誉教授

（医）恵風会　高岡病院　特別顧問、東北大学 名誉教授

慶應義塾大学 名誉教授

（公財）ウイルス肝炎研究財団 理事

（公財）田附興風会　評議員、熊本大学 名誉教授

日本医科大学 名誉教授

東京大学 名誉教授

（公財）結核予防会　学術相談役、長崎大学 名誉教授

奈良県立医科大学 名誉教授（前理事長・学長）

筑波大学医学医療系 教授

大阪大学大学院医学系研究科 教授

東京医科大学 主任教授

愛媛大学大学院医学系研究科 教授

福岡大学医学部 教授

北海道大学大学院医学研究院 教授

自治医科大学 主任教授

福島県立医科大学医学部 教授

産業医科大学医学部 教授

信州大学医学部 教授

浅　田　祐士郎

岡　田　賢　司

椛　島　健　治

桑　名　正　隆

高　柳　　　広

竹　田　　　潔

田野﨑　隆　二

千　葉　　　滋

冨　山　佳　昭

西中村　隆　一

安　斉　俊　久

飯　原　弘　二

卜　部　貴　夫

苅　尾　七　臣

高　橋　　　淳

冨　永　悌　二

平　野　照　之

前　村　浩　二

南　野　　　徹

吉　村　道　博

浅　田　祐士郎

岡　田　賢　司

椛　島　健　治

桑　名　正　隆

高　柳　　　広

竹　田　　　潔

田野﨑　隆　二

千　葉　  　滋

冨　山　佳　昭

西中村　隆　一

宮崎大学医学部 教授

福岡看護大学 教授、福岡歯科大学医科歯科総合病院 予防接種センター長

京都大学大学院医学研究科 教授

日本医科大学大学院医学研究科 教授

東京大学大学院医学系研究科 教授

大阪大学大学院医学系研究科 教授、大阪大学免疫学フロンティア研究センター 拠点長

慶応義塾大学医学部 教授

筑波大学医学医療系 教授

大阪大学附属病院 部長（特任教授）

熊本大学発生医学研究所 教授

北海道大学大学院医学研究院 教授

国立循環器病研究センター 病院長

順天堂大学医学部附属浦安病院 教授

自治医科大学 教授

近畿大学医学部 主任教授

東北大学大学院医学系研究科 教授、東北大学病院 病院長

杏林大学医学部 教授、杏林大学医学部付属病院 脳卒中センター長

長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 教授

順天堂大学大学院医学研究科 教授

東京慈恵会医科大学 講座担当教授

宮崎大学医学部 教授

福岡看護大学 教授、福岡歯科大学医科歯科総合病院 予防接種センター長

京都大学大学院医学研究科 教授

日本医科大学大学院医学研究科 教授

東京大学大学院医学系研究科 教授

大阪大学大学院医学系研究科 教授、大阪大学免疫学フロンティア研究センター 拠点長

慶応義塾大学医学部 教授

筑波大学医学医療系 教授

大阪大学附属病院 部長（特任教授）

熊本大学発生医学研究所 教授
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賛 助 会 員

【団　体】

本財団の事業趣旨にご賛同をいただき、令和 2年 3月 31 日現在で次の方々にご入会いただいております。
皆様方のご理解と温かいご支援に厚くお礼申しあげます。

（敬称略‚  順不同）

【個　人】（敬称略‚  順不同）

株式会社三菱ケミカルホールディングス 三菱ケミカルエンジニアリング株式会社
田 辺 三 菱 製 薬 工 場 株 式 会 社 吉 富 薬 品 株 式 会 社

古　野　洋　一 中　川　幸　光 冨　　　　　修 桐　原　　　靖
稲　本　考　司 西　田　祥　明 上　嶋　孝　博

―　賛助会員ご入会のお願い　―
本財団は、出捐会社＜田辺三菱製薬㈱＞の歴史と共に歩み、現在では精神薬療、血液医学、
循環医学の 3 研究分野における優秀な研究に対する各種助成等を行うことによって、医学
及び薬学に関する研究の振興を図り、もって国民の医療と保健に貢献することを目的として
おります。
本財団活動の目的にご賛同いただける方は、常時募集しておりますので、賛助会員として
ご入会下さいますようお願い申し上げます。
なお、会員の皆様から寄せられました賛助会費は、財団活動のため有効に活用させていた
だきます。

―　ご入会にあたって　―

1）入会は随時受付しております。
 財団ホームページの入力フォームにてお申込みください。

2）会費（年額 1 口以上）
 ・団体会員：年額 1口 2 万円
 ・個人会員：年額 1口 2 千円

3）振込先
 大変恐縮ですが振込手数料はご負担くださいますようお願い申し上げます。
 ・銀行名：三菱UFJ 銀行 大阪中央支店
 ・口座番号：（普通）0102451
 ・フリガナ：ザイ）センシンイヤクケンキュウシンコウザイダン
 ・口座名義：公益財団法人 先進医薬研究振興財団

4）賛助会員は「機関誌」をご送付させていただきます。

5）本財団は内閣府より「公益法人」の認定を受けておりますので、税制上の優遇措置を適
用できます。

 【優遇措置の概略】
  ・ 個人： 支出した寄附金（その年の総所得金額の 40％を限度とする）の内、2 千円を超

える部分について寄付金控除が認められます。
  ・ 法人： 寄附金は、通常一般の寄附金の損金算入限度額まで別枠で損金算入できます。

 ご不明なことがございましたら、下記事務局までお問合せください。

公益財団法人　先進医薬研究振興財団
電　話：06-6300-2600  Fax : 06-6300-2757
E-mail：m-rearch@cc.mt-pharma.co.jp
U R L：https//www.smrf.or.jp
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